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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

WBC 日本優勝

本
塁
打
性
の
当
た
り
を
美
技
で

阻
ま
れ
た
岡
本
の
一
発
な
ど
で

逆
転
。
２
点
リ
ー
ド
の
８
回
に

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
牽
引
役
を
担
っ

た
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
が
登
板
。
シ

ュ
ワ
ー
バ
ー
に
一
発
を
浴
び
１

点
差
に
詰
め
寄
ら
れ
る
も
、
最

終
回
、
こ
こ
ま
で
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
投
打
で
チ
ー
ム
を
引
っ
張

っ
た
大
谷
が
登
板
。
勝
っ
て
も

負
け
て
も
最
後
は
大
谷
に
賭
け

る
と
い
う
、
選
手
も
フ
ァ
ン
も

全
員
が
納
得
で
き
る
栗
山
監
督

の
決
断
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
最

後
に
世
界
中
の
野
球
フ
ァ
ン
が

見
た
か
っ
た
大
谷
対
チ
ー
ム
Ｕ

Ｓ
Ａ
の
リ
ー
ダ
ー
、
ト
ラ
ウ
ト

の
﹁
エ
ン
ゼ
ル
ス
同
僚
対
決
﹂

が
遂
に
実
現
。
メ
ジ
ャ
ー
の
シ

ー
ズ
ン
で
は
絶
対
に
見
ら
れ
な

い
二
人
の
対
決
に
世
界
中
が
盛

り
上
が
る
中
、
フ
ル
カ
ウ
ン
ト

の
末
、
大
谷
が
ト
ラ
ウ
ト
か
ら

三
振
を
奪
い
３
対
２
で
試
合
終

了
。
２
夜
連
続
の
少
年
漫
画
の

よ
う
な
劇
的
展
開
で
日
本
が
３

大
会
ぶ
り
に
優
勝
し
歓
喜
の
渦

に
包
ま
れ
た
。
Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
大
谷

選
手
だ
が
、
チ
ー
ム
全
員
で
勝

ち
取
っ
た
優
勝
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　︵
本
紙
・
久
松
茂
︶

　
こ
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
活
躍
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
も
応

援
し
た
。
21
日
の
決
勝
を
見
よ

う
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
35
丁
目

の
ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
に
２
５
０
人

余
り
の
日
本
人
が
詰
め
か
け

た
。
Ｎ
Ｙ
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
会

社
Ｏ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
主
催
し

た
応
援
イ
ベ
ン
ト
で
、
ラ
イ
ブ

の
中
継
に
声
援
を
送
っ
た
。
優

勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
割
れ
る
よ

う
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。
来
場

し
た
日
本
人
か
ら
は
﹁
村
上
さ

ん
の
初
球
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
チ

ー
ム
に
活
気
を
つ
け
た
﹂﹁
前

日
の
活
躍
と
合
わ
せ
て
村
上
は

熊
本
の
誇
り
﹂﹁
最
高
だ
。
日

本
チ
ー
ム
の
努
力
の
結
晶
だ
と

思
う
。
全
員
野
球
は
世
界
の
誇

り
﹂﹁
以
前
の
試
合
で
は
、
有

名
選
手
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
今
回
は
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
の
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー

で
の
出
場
。
い
ざ
と
い
う
時
に

に
世
界
中
か
ら
飛
ん
で
き
て
日

の
丸
を
背
負
っ
て
戦
っ
て
く
れ

た
選
手
た
ち
に
感
動
し
た
﹂﹁
最

初
は
若
い
選
手
ば
か
り
で
不
安

に
も
思
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
野
球
を
背
負
っ
て
い
く

若
手
が
こ
れ
だ
け
の
大
活
躍
を

し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
日
本
の

野
球
の
未
来
は
明
る
い
﹂﹁
涙
、

涙
で
大
感
激
で
し
た
﹂﹁
日
本

人
で
良
か
っ
た
！
あ
り
が
と

う
﹂﹁
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
日
本

に
伝
来
し
て
昨
年
１
５
０
周
年

を
祝
っ
た
そ
の
翌
年
に
、
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
の
若
い
力
で
ア
メ

リ
カ
か
ら
勝
利
を
勝
ち
取
っ
た

意
味
は
大
き
い
﹂
と
い
っ
た
感

動
の
声
が
聞
か
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
で
も
在
留
邦
人
が
熱
狂
応
援

　
Ｗ
Ｂ
Ｃ
︵
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
︶
の

決
勝
戦
が
、
21
日
︵
火
︶
米
国

東
部
時
間
午
後
７
時
か
ら
フ
ロ

リ
ダ
州
マ
イ
ア
ミ
の
ロ
ー
ン
デ

ポ
・
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
。
全

員
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
を
揃
え

た
最
強
打
線
で
強
豪
を
力
で
ね

じ
伏
せ
て
き
た
米
国
と
、
最
強

の
投
手
陣
と
粘
り
強
い
打
線
で

勝
ち
続
け
前
日
の
逆
転
サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
の
興
奮
も
冷
め
や
ら
ぬ

日
本
が
対
決
。

　
試
合
は
、
米
国
が
２
回
に
大

会
の
本
塁
打
王
タ
ー
ナ
ー
の
５

号
本
塁
打
で
先
制
も
、
直
後
に

前
日
の
ヒ
ー
ロ
ー
村
上
の
大
会

１
号
と
な
る
一
発
や
、
前
日
は

﹁
日
本
人
で
良
か
っ
た
！
﹂

優勝の瞬間、大歓声をあげて歓喜の渦に包まれる NY の応援会場（21 日午後 10 時 40 分ごろ、写真・三浦良一）

若
手
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

全
員
野
球
世
界
の
誇
り
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で

10
日
、
評
論
家
、
宇
野
常
寛
氏

︵
44
︶
の
講
演
会
﹁
日
本
社
会

の
﹁
今
﹂
を
読
み
解
く
﹂
が
開

催
さ
れ
た
。
宇
野
氏
は
多
様
な

メ
デ
ィ
ア
で
活
動
し
、
ポ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
と
文
化
な
ど
を
広
く
分

析
、
批
評
す
る
稀
代
の
評
論
家

で
、
当
日
は
日
本
社
会
の
﹁
今
﹂

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｙ
か
ら
日
本
を

見
守
る
日
本
人
・
日
系
人
に
向

け
て
、
今
の
日
本
の
問
題
の
本

質
は
何
か
を
、
鋭
い
視
点
で
深

く
多
角
的
に
解
説
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
と
日
本
人
が
情

報
社
会
を
よ
り
正
し
く
生
き
抜

い
て
い
け
る
よ
う
、
彼
自
身
が

取
り
組
む
社
会
活
動
﹁
遅
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
﹂
計
画
に
つ
い

て
も
報
告
し
た
。
同
講
演
会
は
、

東
京
大
学
同
窓
会
の
Ｎ
Ｙ
銀
杏

会
、
東
京
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

オ
フ
ィ
ス
、
グ
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｚ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ａ
︵
運
営

事
務
局
︶
の
共
催
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
が
協
力

し
た
。
当
日
は
日
系
人
会
の
会

員
や
東
大
同
窓
生
ら
60
人
余
り

が
参
加
し
た
。

　
宇
野
氏
は
﹁
現
代
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

社
会
﹂
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の

３
つ
の
特
徴
を
挙
げ
た
。
︵
１
︶

相
互
評
価
の
ゲ
ー
ム
︵
承
認
の

交
換
︶
＝
誰
か
に
﹁
承
認
﹂
さ

れ
る
こ
と
が
極
め
て
低
コ
ス
ト

︵
﹁
い
い
ね
﹂
︶
な
ど
。
し
か
し
、

短
期
的
な
充
足
し
か
な
い
た
め

に
反
復
し
、
中
毒
す
る
。
逆
に

そ
れ
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

の
狙
い
。
︵
２
︶
失
わ
れ
る
話

題
の
多
様
性
＝
こ
の
相
互
評
価

の
ゲ
ー
ム
で
は
﹁
既
に
話
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
﹂
に
言
及
し
、

か
つ
﹁
支
配
的
な
意
見
に
イ
エ

ス
か
ノ
ー
か
で
答
え
る
﹂
の
が

最
も
効
率
が
良
い
た
め
、
話
題

も
意
見
も
多
様
性
が
失
わ
れ

る
。︵
３
︶
閉
じ
る
世
界
＝
そ

の
結
果
と
し
て
世
界
は
閉
じ
、

﹁
民
主
主
義
も
機
能
し
な
く
な

る
﹂
と
問
題
を
指
摘
し
た
。

　
そ
も
そ
も
﹁
閉
じ
た
相
互
評

価
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
の
何
が

問
題
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
社
会
の
分
断
︵
多
様
化
し
な

い
、
社
会
か
ら
多
様
性
が
失
わ

れ
る
︶、同
調
圧
力
の
強
化
︵
他

人
の
顔
色
を
伺
っ
て
自
分
の
考

え
を
決
め
る
よ
う
に
な
る
︶、

人
間
が
バ
カ
に
な
る
︵
発
信
す

る
こ
と
自
体
が
快
感
と
な
り
物

事
を
考
え
な
く
な
る
︶
な
ど
を

例
示
し
た
。

　
そ
こ
で
３
つ
の
提
案
と
し
て

立
憲
主
義
の
強
化
︵
憲
法
改
正

の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
る
、
違
憲

審
査
を
強
化
す
る
︶、
普
通
選

挙
の
決
定
権
を
相
対
的
に
下
げ

る
︵
ク
ラ
ウ
ド
ロ
ー
な
ど
の
利

用
に
よ
る
専
門
家
の
ル
ー
ル
メ

イ
キ
ン
グ
な
ど
を
導
入
す
る
︶、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
﹁
遅
く
﹂

す
る
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
必
要

な
こ
と
は
﹁
ち
ゃ
ん
と
書
く
﹂

こ
と
で
﹁
考
え
る
﹂
方
法
を
身

に
つ
け
る
こ
と
。﹁
い
い
ね
﹂

す
る
の
で
は
な
く
﹁
コ
メ
ン
ト

を
書
く
﹂
こ
と
で
﹁
考
え
る
﹂

方
法
が
つ
く
。
と
な
る
と
、
今

は
﹁
個
人
﹂
の
時
代
な
の
で
﹁
書

か
な
い
人
﹂
は
存
在
し
な
い
の

と
同
じ
に
な
る
。
個
人
が
自
分

の
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
書
い
て

発
信
で
き
な
い
人
間
は
、
評
価

経
済
的
に
存
在
し
な
い
に
等
し

い
。﹁
書
く
﹂﹁
発
信
す
る
﹂
こ

と
で
世
の
中
と
の
距
離
感
を
身

に
つ
け
る
と
説
明
し
た
。

   

会
場
か
ら
は
、電
子
頭
脳
︵
Ａ

Ｉ
︶
の
進
化
に
よ
り
人
間
の
考

え
る
領
域
が
狭
ま
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
に
対

し
て
、
宇
野
氏
は
﹁
作
者
の
紹

介
や
人
物
歴
な
ど
誰
が
書
い
て

も
同
じ
よ
う
に
な
る
も
の
、
調

べ
て
わ
か
る
も
の
は
Ａ
Ｉ
に
任

せ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
は
解
答
、
答
え
を
導
く
ツ

ー
ル
で
あ
り
、
人
間
は
Ａ
Ｉ
に

は
で
き
な
い
﹃
問
題
の
提
起
﹄

を
す
る
こ
と
に
能
力
を
発
揮
す

べ
き
﹂
な
ど
話
し
た
。

　
日
本
の
見
失
わ
れ
た
世
代
、

ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

最
後
尾
を
代
表
す
る
世
代
に
属

す
る
宇
野
氏
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
を
テ
ー
マ
に
普
段
日
本
で
著

書
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
評
論
し
て

き
て
い
る
が
、
そ
の
世
代
が
す

で
に
高
齢
化
の
中
に
入
っ
て
き

て
い
る
と
言
う
。﹁
10
％
や
20

％
な
ら
気
が
つ
か
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
体
感
と
し
て
自
分

た
ち
が
子
供
だ
っ
た
頃
の
半
分

く
ら
い
、
日
本
か
ら
若
者
が
消

え
て
い
る
の
を
感
じ
る
。
地
方

に
行
っ
た
ら
歩
い
て
い
る
の
は

高
齢
者
ば
か
り
。
東
京
だ
っ
て

若
者
が
い
る
だ
ろ
う
な
と
思
う

場
所
に
し
か
い
な
い
。
そ
し
て

想
像
以
上
に
今
の
若
者
は
貧
し

い
。
海
外
に
出
た
く
て
も
経
済

的
に
出
ら
れ
な
い
。
交
換
留
学

と
言
っ
て
も
日
本
の
大
学
の
地

位
が
海
外
と
比
べ
て
低
下
し
て

い
て
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
中
で
若
者
の
気

持
ち
も
内
向
き
に
な
っ
て
い

る
﹂
と
現
状
を
話
す
。﹁
今
の

日
本
に
は
自
力
救
済
で
き
る
力

が
な
い
。
海
外
で
生
き
て
い
る

皆
さ
ん
は
、
逞
し
く
生
き
て
来

ら
れ
て
、
海
外
で
の
闘
い
方
も

知
っ
て
い
る
と
思
う
。
今
の
日

本
の
若
者
に
手
を
差
し
伸
べ
て

ほ
し
い
、
助
け
て
や
っ
て
ほ
し

い
﹂と
最
後
に
締
め
く
く
っ
た
。

    

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

評論家・

批評誌〈PLANETS〉〈モノノメ〉編集長

宇野 常寛さん

Ｎ
Ｙ
で
日
本
社
会
の
﹁
今
﹂
を
読
み
解
く

　【プロフィール】うの・つねひ
ろ＝評論家。1978 年生。批評誌

〈PLANETS〉〈モノノメ〉編集長。
著書に『ゼロ年代の想像力』（早
川書房）、『リトル・ピープルの時
代』（幻冬舎）、『母性のディスト
ピア』（集英社）、『遅いインター
ネット』（幻冬舎）、『水曜日は働
かない』（ホーム社）など多数。
立教大学社会学部兼任講師。2022
年 10 月『砂漠と異人たち』（朝
日新聞出版）発売。ニッポン放送

『オールナイトニッポン 0(ZERO)』
金曜日パーソナリティ（2013 年
4 月 -2014 年 3 月）、J-WAVE『THE 
HANGOUT』月曜ナビゲーター

（2014 年 10 月 -2016 年 9 月）。日
本テレビ『スッキリ !!』木曜日
コ メ ン テ ー タ ー（2015 年 4 月
-2017 年 9 月）等を担当。

https://www.eventbrite.com/e/dual-keyboards-with-internationally-acclaimed-marimbist-makoto-nakura-tickets-410525100627
https://www.thehuntinggun.org/
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 日本クラブからのお知らせ
■日本ギャラリー

 「第 19 回東京・ニューヨーク友好陶芸コンテスト」

 

会期： 4 月 13 日（木）〜 4 月 19 日（水）
 開廊時間： 10AM 〜 6PM （月〜金） 10AM 〜 5PM （土） 日休
 会場： 日本クラブ 7 階 日本ギャラリー（住所は下記参照）
 今年で 19 回目を迎える同コンテストは、姉妹都市であ

る東京とニューヨークの草の根的な交流を目的に 1996
年にスタート。同展では、ニューヨークと東京から 1 次
審査を通過した約 100 点を展示し、会期中に最優秀賞
を決定します。厳しい審査を経て選ばれた個性豊かな作
品の数々をご鑑賞下さい。入場無料。お問い合わせは 
gallery@nipponclub.org まで。

■日本クラブ・米国日本人医師会（JMSA）共催 

 オンライン・ヘルスセミナー

 「頑張る女性にささげる！ 40 代から始める

 健康推進プロジェクト」
 開催日時：4 月 5 日（水）7 〜 8PM
 参加費：無料（www.nipponclub.org より要登録）
 心臓病と癌は女性の死因のトップ２で、女性の体はホル

モンの影響を受け、更年期に大きく変化し、動脈硬化の
リスクが高まります。循環器内科・兼井由美子医師と産
婦人科・澤井未央医師が、40 歳代以降の女性の体の変化
についてお話しします。

■日本クラブカルチャー講座

 茶道＜表千家流草芽庵＞体験クラス 
 「立礼コース 体験クラス」 4月15日（土）11:30AM〜1:30PM
 「畳コース 体験クラス」 4 月 19 日（水）1 〜 3PM
 各体験クラスの受講料 $30 ＋水屋料 $15
 春期講座より、畳でお稽古をする通常のクラスに加えて、テー

ブルと椅子を使う立礼のクラスが始まります。茶道は敷居が
高いと感じている方、まずはお稽古を体験してみませんか？
下記 URL の「カルチャー講座」のページよりお申し込みく
ださい。お問い合わせは culture@nipponclub.org まで。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 　www.nipponclub.org 

第 18 回陶芸コンテスト最優秀賞 Noriko 
Kuresumi (NY)  “Sea of memory”

同ピープルズ・アワード
Mark La Riviere (NY)　

“Head of a King”

　
ス
ザ
ン
ヌ
・
バ
サ
ラ
米
日
カ

ウ
ン
シ
ル
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
代

表
と
す
る
在
米
日
系
人
一
行
10

人
が
外
務
省
の
招
き
で
訪
日

し
、今
月
８
日
午
前
10
時
15
分
、

外
務
省
を
表
敬
訪
問
し
、
約
20

分
間
、
林
芳
正
外
務
大
臣
と
面

会
し
た
。
こ
の
中
で
、
林
外
務

大
臣
か
ら
、
今
回
で
20
回
目
、

平
成
31
年
３
月
以
来
４
年
ぶ
り

と
な
る
在
米
日
系
人
リ
ー
ダ
ー

一
行
の
来
日
を
歓
迎
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
日
米
関
係

強
化
に
お
け
る
米
日
カ
ウ
ン
シ

ル
及
び
在
米
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
支
援
に
謝
意
を
伝
え

た
。
在
米
日
系
人
側
か
ら
は
、

今
回
の
招
へ
い
に
深
い
感
謝
の

意
が
表
明
さ
れ
、
今
後
そ
れ
ぞ

れ
が
日
米
関
係
強
化
の
た
め
活

動
し
て
い
き
た
い
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。
日
本
と
日
系
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
共
通
の
課
題
や
東

ア
ジ
ア
情
勢
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
経
済
界
だ
け

で
な
く
、
非
営
利
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
と
も
会
っ
た
。

　
　
　
　︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

米日カウンシル

日系米人団体訪日
首相と林外相を表敬

銀
行
破
綻
ど
う
備
え
る
？

給
与
や
年
金
口
座
が
凍
結
し
た
ら

　
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
銀
行
と
シ

グ
ネ
チ
ャ
ー
銀
行
の
相
次
ぐ
大

型
銀
行
破
綻
で
両
行
預
金
者
は

他
銀
行
に
資
金
を
移
動
す
る
な

ど
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
ス
イ

ス
の
金
融
大
手
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
よ
る

ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
・
グ
ル
ー

プ
の
救
済
買
収
の
発
表
後
も
、

世
界
的
な
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の

不
安
に
対
す
る
懸
念
は
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
。
14
日
付
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
が
一
般
預
金

者
向
け
の
対
応
策
を
報
じ
て
い

る
。
﹁
私
の
お
金
は
安
全
で
す

か
？
何
が
補
償
さ
れ
る
の
か
、

そ
し
て
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
で

き
る
の
か
、
ご
説
明
し
ま
す
﹂

と
題
し
た
記
事
の
一
部
を
要
約

し
て
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
◇

▽
質
問
　
私
の
銀
行
口
座
に

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
預
金
保
険

が
あ
る
の
で
す
か
？

　
通
常
、預
金
者
1
人
当
た
り
、

1
つ
の
銀
行
で
25
万
ド
ル
の
保

険
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
保

険
は
、
当
座
預
金
、
普
通
預

金
、
プ
リ
ペ
イ
ド
デ
ビ
ッ
ト
カ

ー
ド
、
譲
渡
性
預
金
な
ど
、
い

く
つ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
カ
バ

ー
し
て
い
ま
す
。︵
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
銀
行
と
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー

銀
行
の
例
で
は
、
規
制
当
局
が

預
金
者
を
上
限
な
し
で
完
全
に

救
済
す
る
こ
と
を
選
択
し
ま
し

た
が
、
次
に
銀
行
が
破
綻
し
た

と
き
に
ま
た
そ
う
す
る
と
い
う

保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
︶。
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
預
金
を
持
っ
て

い
る
場
合
、
そ
の
残
高
を
合
計

し
て
25
万
ド
ル
を
超
え
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
ま
す
。
も
し
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
例
え
ば
5
万

ド
ル
の
Ｃ
Ｄ
と
2
万
5
０
０
０

ド
ル
の
普
通
預
金
口
座
は
両
方

と
も
保
護
さ
れ
ま
す
。
保
険
の

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん

し
、
口
座
を
開
設
す
る
際
に
チ

ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
チ
ェ
ッ
ク

し
な
く
て
も
保
険
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
保
険
に
加

入
し
て
い
る
金
融
機
関
で
あ
れ

ば
、
自
動
的
に
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
検
索
可
能
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

▽
質
問
　
25
万
ド
ル
以
上
の
保

障
を
希
望
す
る
場
合
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
で
す
か
？

　
配
偶
者
な
ど
の
他
の
人
と
共

同
口
座
を
開
設
す
れ
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
25
万
ド
ル
の
保
障
が
得
ら

れ
る
の
で
、
1
つ
の
共
同
口
座

で
合
計
50
万
ド
ル
の
保
障
が
得

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
異
な
る
金
融
機
関
で
口

座
を
開
設
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
で
同
じ
Ｆ
Ｄ
Ｉ

Ｃ
の
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
口
座
︵
お
よ
び
保
険
︶
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
金
融
機
関

の
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
質
問
　
銀
行
が
倒
産
し
た
場

合
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
保
険
は
ど
の

よ
う
に
機
能
す
る
の
で
す
か
？

　
残
高
を
カ
バ
ー
す
る
十
分
な

保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
通

常
、
数
日
以
内
︵
多
く
は
翌
営

業
日
︶
に
そ
の
資
金
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
し
い

銀
行
が
古
い
銀
行
を
引
き
継
ぐ

場
合
、
あ
な
た
の
お
金
は
す
ぐ

に
新
し
い
銀
行
に
移
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
質
問
　
銀
行
が
倒
産
し
た
場

合
、
給
与
や
社
会
保
障
費
︵
Ｓ

Ｓ
＝
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
年
金
︶
の
口
座
振
替
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
と
、
破
綻

し
た
銀
行
を
他
の
金
融
機
関
が

す
ぐ
に
買
収
す
れ
ば
、
預
金
は

無
事
に
新
し
い
口
座
に
入
る
は

ず
で
す
。
ブ
リ
ッ
ジ
バ
ン
ク
も

同
じ
能
力
を
持
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
五

番
街
の
セ
ン
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
。
１
７
６
２

年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
兵
隊
が
行
進
し
た
の
が
最
初
。
以
来

２
６
１
年
続
く
伝
統
行
事
。
今
年
は
上
を
向
い
て
前
進
。

　
　
　
　
　︵
17
日
五
番
街
46
丁
目
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

春
の
大
行
進

https://www.nipponclub.org/
http://hinomaru-limo.com
mailto:meiseimotors@aol.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:ki@geca-us.com
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沖
縄
県
の
高
校
生
と
大
学
生
来
米

日米交流で育む 次世代の日本

　
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
15
日
、
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
制
度
の
改
正

︵
在
外
国
民
審
査
制
度
の
創
設
︶

に
つ
い
て
在
留
邦
人
の
メ
ー
ル

登
録
者
に
向
け
配
信
し
た
。

　
国
外
に
居
住
し
て
い
る
国
民

の
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
に
お
け
る
審
査
権
行
使
の
機

会
を
保
障
す
る
た
め
、
分
離
記

号
式
投
票
に
よ
る
在
外
投
票
を

可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
遠
洋

区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶

等
に
乗
船
中
の
船
員
等
の
審
査

の
投
票
の
機
会
を
確
保
す
る
た

め
、
洋
上
投
票
等
を
可
能
と
す

る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

令
和
４
年
11
月
18
日
に
公
布
、

令
和
５
年
２
月
17
日
に
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
国
外
に
居
住

し
て
い
る
国
民
も
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
の
在
外
投
票

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
在
外

投
票
を
す
る
に
は
在
外
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
、
在
外
選
挙

人
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
在
外
選
挙
人

名
簿
へ
の
登
録
希
望
者
は
早
め

に
申
請
す
る
。
ま
た
、
す
で
に

在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
て

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 

　
日
米
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
関
す
る
水
際
対
策
緩
和
で
、

今
年
に
入
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
渡
米
し
て
公
演
を
す

る
方
々
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
方
々
の
中
に
は
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
活
動
を
す
る
た
め
の
ビ
ザ

を
取
得
し
な
い
で
ス
テ
ー
ジ
に

立
つ
方
々
も
い
ま
す
。
果
た
し

て
そ
の
方
々
の
活
動
は
法
的
に

許
さ
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

分
岐
点
に
な
る
の
は
演
者
が
プ

ロ
か
ア
マ
チ
ュ
ア
か
で
す
。
今

回
は
、
ビ
ザ
無
し
で
可
能
な
活

動
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

︵
１
︶
ア
マ
チ
ュ
ア
な
ら
ば
、

ビ
ザ
が
無
く
て
も
そ
の
活
動
が

ア
メ
リ
カ
で
報
酬
を
得
る
興
行

目
的
の
シ
ョ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
参

加
で
は
な
く
、
観
客
か
ら
入
場

料
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
シ
ョ
ー

や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
可
能
で
、

公
共
の
場
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
で
き
ま
す
。
ア
ー
ト
ス
ク

ー
ル
や
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
、
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
通
っ

て
い
る
学
生
が
ア
メ
リ
カ
の
提

携
校
で
展
示
会
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
た
り
、
日
本
の
ア
マ

チ
ュ
ア
合
唱
団
が
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
な
ど
に
出
演
し
、
あ
く

ま
で
も
観
客
か
ら
入
場
料
を
取

ら
ず
、
報
酬
も
受
け
取
ら
な
い

場
合
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

︵
２
︶
プ
ロ
の
場
合
は
、
た
と

え
無
料
で
も
公
共
の
場
で
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ビ
ザ
無
し
で

は
で
き
ま
せ
ん
。
例
外
は
、
日

本
政
府
や
ア
メ
リ
カ
の
政
府
、

ま
た
は
国
際
連
合
な
ど
の
機
関

が
ス
ポ
ン
サ
ー
す
る
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
出
費
は
す

べ
て
そ
れ
ら
の
機
関
か
ら
支
払

わ
れ
る
場
合
で
す
。
そ
し
て
、

観
客
か
ら
入
場
料
も
取
ら
な
い

こ
と
で
す
。

︵
３
︶
プ
ロ
で
あ
っ
て
も
画
家

や
、
写
真
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

ど
は
、
単
に
作
品
を
作
成
す
る

だ
け
な
ら
ば
ア
メ
リ
カ
に
ビ
ザ

無
し
で
入
国
し
て
活
動
は
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
の

会
社
や
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
と

雇
用
契
約
を
む
す
ん
で
作
品
を

定
期
的
に
販
売
し
た
り
、
制
作

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
報
酬

を
受
け
と
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。

︵
４
︶
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
場
合
は
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
目
的
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
施

設
を
使
用
す
る
だ
け
で
あ
り
、

収
録
さ
れ
た
音
楽
が
ア
メ
リ
カ

以
外
の
国
で
販
売
さ
れ
る
な
ら

ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
の
演

奏
活
動
、
そ
の
ほ
か
の
公
共
の

場
で
の
、
た
と
え
ば
公
園
や
、

地
下
鉄
の
駅
の
中
や
、
ス
ト
リ

ー
ト
フ
ェ
ア
な
ど
で
も
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
ビ
ザ
無
し
で
は

で
き
ま
せ
ん
。

︵
５
︶
そ
の
ほ
か
作
家
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
研
究
者
、
ま
た

は
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ビ

ザ
無
し
で
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し

て
許
可
さ
れ
る
活
動
は
、
研
究

や
学
術
に
関
連
し
た
場
合
で

す
。
そ
れ
は
大
学
や
非
営
利
団

体
な
ど
で
主
催
さ
れ
る
コ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

イ
ベ
ン
ト
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
や
ゲ
ス
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
場
合

や
、
そ
れ
ら
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

す
る
場
合
で
す
。
た
だ
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
が
一
つ
の
場
所

で
９
日
間
以
内
で
あ
る
こ
と
、

主
催
す
る
団
体
は
大
学
や
研
究

機
関
、
ま
た
は
研
究
や
調
査
を

目
的
と
し
た
機
関
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

　
ビ
ザ
を
取
得
す
る
の
は
時
間

と
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
公

演
の
主
催
団
体
や
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
招
聘
す
る
方
々
は
、
ア
メ

リ
カ
で
ビ
ザ
無
し
で
演
者
が
活

動
で
き
る
か
否
か
を
考
え
て
か

ら
企
画
し
て
く
だ
さ
い
。
つ
い

う
っ
か
り
ビ
ザ
を
取
ら
ず
に
演

者
が
入
国
し
て
空
港
で
強
制
送

還
や
、
突
然
移
民
局
の
審
査
官

が
公
演
中
に
立
ち
入
り
調
査
に

入
る
と
い
う
こ
と
も
有
り
得
る

の
で
す
。

　︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
弁
護
士
︶

ビ
ザ
無
し
︵
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
渡
航
︶
で

可
能
な
活
動

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ)

は
、
第
53
回
奨
学

金
奨
学
生
を
募
集
し
て
い
る
。

総
額
６
万
ド
ル
、
11
の
奨
学
金

と
２
つ
の
航
空
券
を
贈
呈
す

る
。
対
象
は 

２
０
２
３
年
秋

に
米
国
内
の
4
年
制
大
学
に
通

う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ト
ラ
イ
ス

テ
ー
ト
地
域
に
住
む
日
系
人
の

高
校
生
。
応
募
の
締
め
切
り
は

５
月
１
日
。
奨
学
金
授
与
晩
餐

会
は
５
月
31
日
︵
水
︶
夕
に

ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
で
開
催
す

る
。
奨
学
金
の
委
員
長
は
米
国

住
友
株
式
会
社
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
　

和
田
知
徳
氏
と
Ｊ
Ａ
Ａ
副
会
長

村
瀬
悟
氏
。

　
応
募
希
望
者
は
次
の
ト
ピ

ッ
ク
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
、

エ
ッ
セ
イ
を
提
出
す
る
こ
と
。

︵

Ａ

︶Japan is doubling 
th

eir d
efen

se b
u

d
g

et 
an

d stren
g

th
en

ed th
e 

alliance w
ith the U

S due 
to   A

sia g
eopolitical 

ch
allen

g
es.  W

h
at d

o 

you think of this? 

︵

Ｂ

︶ H
ow

 w
ould the 

JA
A

 Sch
olarsh

ip h
elp 

y
o

u
 in

 y
o

u
r stu

d
ies 

and affect y
our future 

com
m

itm
ent to the local 

com
m

unity?

詳

細

はhttps://jaany.org

　 

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル
　

nnoda@
jaany.org 

ま
た
は 

info@
jaany.org

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

第
53
回
奨
学
生
を
募
集

最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
制
度
の
改
正

い
る
人
で
、
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
が
行
わ
れ
る
際
に

郵
便
等
投
票
を
希
望
す
る
場

合
は
、
投
票
用
紙
等
請
求
書

の
様
式
が
変
更
さ
れ
て
い
る

の
で
、
新
し
い
様
式
を
使
用

し
、
登
録
し
て
い
る
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
等
を
請
求

す
る
。
詳
細
は
、
な
る
ほ
ど
！

﹁
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査

制

度

﹂︵https://w
w

w
.

sou
m

u
.g

o.jp/sen
k

y
o/

koku
m

in
shin

sa/seido_
point.htm

l

︶、
投
票
用
紙
等

請
求
書
︵
郵
便
に
よ
る
在
外

投

票

︶

新

様

式
︵https://

w
w

w
.so

u
m

u
.g

o
.jp

/
sen

ky
o/zaig

ai6.h
tm

l

︶
、

在
外
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請

手

続

き
︵https://w

w
w

.
m

ofa.go.jp/m
ofaj/toko/

senkyo/flow
.htm

l

︶
を
参

照
す
る
。

　﹁
ア
メ
リ
カ
で
沖
縄
の
未

来
を
考
え
る
﹂︵
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
・

T
h

in
k

 of O
k

in
aw

a’
s 

F
u

tu
re in

 th
e U

n
ited 

States

︶
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環

で
沖
縄
県
の
高
校
生
及
び
大
学

生
40
人
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪

問
中
だ
。
一
行
は
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
総
領
事
館
で
20
日
、
第
１
グ

ル
ー
プ
の
意
見
交
換
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
デ
イ
ビ

ッ
ド
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
・
グ
ロ
ー

バ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
ズ
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
︵
Ｇ
Ｃ
Ｉ
︶
事
務
局

長
︵
元
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院

＝
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
＝
財
団
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
︶
が
講
演
し
た
。
ジ
ェ
ー

ン
ズ
氏
は
﹁
Ｉ
Ｔ
技
術
が
い
く

ら
進
ん
で
も
、
対
面
で
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と

で
得
ら
れ
る
実
体
験
こ
そ
が
皆

さ
ん
ん
ひ
と
り
一
人
の
未
来
の

扉
を
開
け
る
﹂
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。
森
大
使
は
﹁
好
奇
心
と

志
が
あ
れ
ば
夢
は
叶
え
ら
れ
ま

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と

学
生
た
ち
を
激
励
し
た
。

　
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、  

沖
縄
の
将
来
を
担
う
高
校
生
・

大
学
生
を
米
国
に
派
遣
し
、
関

係
者
と
の
意
見
交
換
や
各
種
視

察
等
を
通
じ
、
語
学
と
し
て
の

英
語
力
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
英
語
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
つ
い
て
学
ぶ
教
育
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
30
年
以
降
、
沖
縄
県

の
高
校
生
・
大
学
生
等
を
米
国

︵
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
及
び
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
︶に
派
遣
し
て
い
る
。

　
外
務
省
の
対
日
理
解
促
進
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
カ
ケ
ハ
シ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
で
訪
日
中
の

日
系
米
国
人
青
少
年
一
行
40
人

が
13
日
外
務
省
を
表
敬
訪
問
し

た
。
木
原
誠
二
内
閣
官
房
副
長

官
が
午
前
11
時
55
分
か
ら
約
15

分
間
面
会
し
た
。
木
原
副
長
官

は
一
行
の
訪
日
を
歓
迎
す
る
と

と
も
に
、
今
回
の
訪
日
が
、
各

自
の
日
系
人
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
感
じ
て
も
ら
う

機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
幸

い
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
、
日
米
関
係

の
発
展
や
国
際
社
会
の
平
和
と

繁
栄
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
激

励
し
た
。
一
行
は
、
日
本
へ
の

招
待
や
、
訪
問
先
各
所
で
受
け

た
温
か
い
お
も
て
な
し
に
感
謝

す
る
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

同
事
業
は
、
日
系
米
国
人
市
民

同
盟
と
の
協
力
事
業
と
し
て
、

将
来
の
日
系
米
国
人
リ
ー
ダ
ー

育
成
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。

対
日
理
解
促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

﹁
カ
ケ
ハ
シ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

外
務
省
表
敬
訪
問

未
来
を
見
据
え
意
見
交
換

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
公
邸
で

Ｎ
Ｙ
総
領
事
公
邸
を
訪
れ
た
沖
縄
県
の
高
校
生
と
大
学
生

https://www.maxjob.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
https://jaany.org
mailto:nnoda@jaany.org
mailto:info@jaany.org
https://www.soumu.go.jp/senkyo/kokuminshinsa/seido_point.html
https://www.soumu.go.jp/senkyo/zaigai6.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/flow.html
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日米交流で育む

本
紙
　
今
回
の
訪
日
で
最
も
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
何
で
す

か
？

　
岸
田
総
理
大
臣
、
林
外
務
大

臣
、
河
野
大
臣
、
経
団
連
、
経

済
同
友
会
、
パ
ソ
ナ
創
業
者
の

南
部
靖
之
氏
な
ど
、
日
本
の
政

界
、
官
界
、
財
界
の
有
力
者
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。
あ
る
ア

メ
リ
カ
大
使
館
関
係
者
が
言
う

よ
う
に
、
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ

の
国
会
議
員
で
さ
え
会
え
な
い

よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
顔
ぶ

れ
だ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
の
リ

ー
ダ
ー
た
ち
が
、
日
系
米
国
人

に
会
う
こ
と
に
真
摯
な
関
心
と

敬
意
を
示
し
て
い
た
こ
と
も
印

象
的
だ
っ
た
。
少
し
前
ま
で

は
、
多
く
の
日
本
人
が
日
系
人

日
本
人
や
他
の
ア
メ
リ
カ
人
と

一
緒
に
な
っ
て
、
日
米
関
係
の

改
善
に
貢
献
す
べ
き
だ
﹂
と
言

っ
た
。

　
今
回
、
私
は
、
岸
田
首
相
と

の
記
念
写
真
撮
影
の
た
め
に
近

づ
い
た
と
き
、
私
が
何
か
言
う

前
に
、
首
相
の
方
か
ら
﹁
以

前
に
も
お
会
い
し
ま
し
た
よ

ね
？
﹂と
言
わ
れ
た
。
確
か
に
、

昨
年
9
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

日
本
食
の
イ
ベ
ン
ト
で
少
し
お

会
い
し
、
２
０
１
３
年
に
は
東

京
で
開
催
さ
れ
た
米
日
カ
ウ
ン

シ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
で
司
会
者
と

し
て
紹
介
し
た
際
に
も
お
会
い

し
て
い
る
が
、
覚
え
て
い
て
く

れ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思

っ
た
。
そ
れ
と
日
本
の
食
事
や

料
理
の
質
、
特
に
野
菜
の
新
鮮

さ
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
日

本
航
空
の
料
理
も
極
上
だ
っ

た
。
東
京
に
向
か
う
時
は
い
つ

も
機
内
で
、
日
本
の
音
楽
を
聴

く
が
、海
援
隊
の
﹁
贈
る
言
葉
﹂

が
流
れ
て
き
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
で
日
本
語
を
学
び
、
ド
ナ

ル
ド
・
キ
ー
ン
教
授
か
ら
日
本

文
学
を
学
ん
だ
こ
ろ
の
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
た
。﹁
３
年
Ｂ
組

金
八
先
生
﹂
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
の
学
生
の
頃
、
日
本
語
を

上
達
さ
せ
よ
う
と
よ
く
見
て
い

て
﹁
贈
る
言
葉
﹂
は
そ
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
だ
。

　           

本
紙
　
日
本
で
は
若
者
が
少
数

派
に
な
り
、
経
済
的
に
も
学
業

的
に
も
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
感
じ
ま
し
た
か
？

　
あ
る
若
い
大
学
生
が
、﹁
日

本
は
好
き
だ
け
ど
、
将
来
は
悲

観
し
て
い
る
﹂
と
話
し
た
。
理

由
を
聞
く
と
、
高
齢
化
社
会
、

女
性
の
機
会
均
等
の
欠
如
、
低

賃
金
、
高
齢
者
ば
か
り
を
気
に

し
て
若
者
を
顧
み
な
い
政
治
家

な
ど
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
別
の

学
生
は
、﹁
仲
間
が
情
熱
的
な

の
で
、
楽
観
的
に
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
学
校
が
十
分
な

課
外
活
動
を
提
供
し
な
い
た
め

に
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
外
務
省
の
招
き
で
訪
日
し
た
米
日
カ
ウ
ン
シ
ル
︵
Ｕ
Ｓ
Ｊ
Ｃ
︶

の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
Ｈ
・
カ
タ
ヤ
マ
氏
に
訪
日
の
感
想
を
聞
い
た
。

︵
3
面
に
関
連
記
事
︶

を
﹁
日
本
を
離
れ
た
移
民
の

子
﹂
と
見
下
し
て
い
た
。
今
回

の
訪
問
で
お
目
に
か
か
っ
た
国

会
議
員
は
﹁
日
系
人
の
皆
さ
ん

に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か 

﹂
と
と
て
も
友
好

的
だ
っ
た
。
ま
た
、
米
国
に
お

け
る
日
本
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ

メ
ー
ジ
は
、
日
系
人
の
成
功
の

お
か
げ
だ
と
す
る
人
も
い
た
。 

２
０
０
８
年
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

で
Ｕ
Ｓ
Ｊ
Ｃ
の
創
設
メ
ン
バ

ー
︵
私
も
そ
の
一
人
︶
が
集
ま

り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト
と
ビ
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
を
作
成
し
た
際
、
ダ

ニ
エ
ル
・
イ
ノ
ウ
エ
上
院
議
員

は
﹁
我
々
日
系
人
は
今
、
日
米

関
係
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
権
力
の
あ
る
立
場
に
あ

る
。
私
た
ち
日
系
米
国
人
は
、

が
下
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
悲

観
的
な
意
見
も
あ
っ
た
。
私
自

身
は
、
大
学
が
学
生
や
学
部
を

国
際
化
し
、
多
様
な
考
え
方
に

触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
と
競
争
で
き
る
よ

う
に
、
卒
業
生
や
保
護
者
に
寄

付
を
し
て
も
ら
う
の
だ
。
日
本

の
慶
應
義
塾
の
よ
う
な
比
較
的

裕
福
な
学
校
で
も
、
国
際
的
な

ラ
ン
キ
ン
グ
︵
日
本
の
大
学
は

ラ
ン
キ
ン
グ
を
下
げ
続
け
て
い

る
︶
や
寄
付
金
に
お
い
て
、
ア

イ
ビ
ー
リ
ー
グ
と
比
較
す
る
と

見
劣
り
す
る
。
ま
た
、
学
生
に

は
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
を
勧
め

る
。
引
き
こ
も
り
で
家
に
閉
じ

こ
も
っ
て
い
て
は
ダ
メ
だ
。 

旅
行
や
留
学
を
す
る
こ
と
で
、

国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、
ま
た

外
か
ら
日
本
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
が
大

人
に
な
っ
た
と
き
、
職
場
で
リ

ス
ク
を
取
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
し
た
り
、
計
算
さ
れ

た
投
資
リ
ス
ク
を
取
っ
て
、︵
タ

ン
ス
預
金
を
し
た
り
、
金
利
が

ゼ
ロ
に
近
い
銀
行
に
預
け
た
り

す
る
の
で
は
な
く
︶、
世
界
中

の
株
式
市
場
で
投
資
し
て
資
産

を
膨
ら
ま
す
人
が
増
え
る
と
い

い
の
だ
が
。
日
本
は
、
そ
の
気

に
な
れ
ば
で
き
る
。
明
治
時
代

に
﹁
文
明
開
化
、
立
身
出
世
﹂

を
掲
げ
て
、
そ
れ
を
実
現
し

た
。
岩
倉
使
節
団
が
6
歳
の
津

田
梅
子
を
ア
メ
リ
カ
行
き
の
船

に
乗
せ
、
帰
国
後
に
津
田
塾
大

学
を
設
立
し
、
日
本
初
の
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
の
一
人
と
な
っ
た
。

１
９
８
０
年
代
の
バ
ブ
ル
期
に

は
、
日
本
も
散
財
の
限
り
を
尽

く
し
た
が
、
超
大
規
模
集
積
回

路
を
利
用
し
た
第
5
世
代
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
計
画
で
想
像
力
を
膨

ら
ま
せ
た
。
企
業
は
社
員
を
ア

メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

に
続
々
と
送
り
込
ん
だ
。
経
済

産
業
省
は
、
年
金
受
給
者
を
海

外
に
派
遣
し
、
物
価
の
安
い
国

に
住
ま
わ
せ
、
日
本
の
民
間
企

業
が
開
発
し
た
シ
ニ
ア
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
移
住
さ
せ
る
と
い

う
﹁
シ
ル
バ
ー
コ
ロ
ン
ビ
ア
計

画
﹂
と
い
っ
た
突
飛
な
こ
と
も

考
え
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
が

崩
壊
し
て
日
本
は
内
向
き
に
な

り
、
超
保
守
的
、
超
慎
重
に
な

っ
た
。
今
回
の
振
り
子
は
、
そ

の
逆
を
行
き
過
ぎ
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
外
を
見
る
目
を
養
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ

人
は
も
と
も
と
楽
観
的
す
ぎ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
今
の
日
本

人
は
悲
観
的
に
な
り
す
ぎ
て
い

る
。
陽
は
ま
た
昇
る
、
雲
の
向

こ
う
に
は
ま
だ
太
陽
が
あ
る
、

明
日
は
今
日
よ
り
良
く
な
る
、

そ
う
信
じ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
米
国
が
高
イ
ン

フ
レ
に
苦
し
み
、
不
況
か
ら
脱

し
た
ば
か
り
の
頃
、
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
の
再
選
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、"It's m

orning in 
A

m
erica. "

と
言
っ
た
。
こ

の
言
葉
は
、
有
権
者
に
勇
気
を

与
え
た
。
日
本
の
元
同
僚
が
言

っ
て
い
た
よ
う
に
、
バ
ブ
ル
が

崩
壊
し
て
数
年
後
に
﹁
も
う
お

終
い
﹂
と
言
う
の
は
、
自
滅
的

で
あ
る
。日
本
も
賃
金
を
上
げ
、

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
出

稼
ぎ
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
生
産

性
が
上
が
れ
ば
、
企
業
は
賃
金

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
生
産
性
を
高
め
る
に

は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

だ
。
日
本
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
促
進
す
る
た
め
に
、
大
学
へ

の
投
資
と
国
際
化
が
必
要
で
あ

り
、
企
業
は
研
究
開
発
予
算
を

拡
大
し
、
労
働
者
が
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
ず
、
リ
ス
ク
を
取

る
こ
と
を
奨
励
す
る
必
要
が
あ

る
。

本
紙
　
日
本
人
と
日
系
人
の
共

通
の
課
題
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
？
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
意
見

を
お
持
ち
で
す
か
？

 

日
本
人
が
第
二
次
世
界
大
戦

の
敗
戦
の
灰
の
中
か
ら
不
死
鳥

の
よ
う
に
立
ち
上
が
り
、
経

済
の
奇
跡
を
生
み
出
し
た
よ
う

に
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
も
教
育

や
あ
の
頑
張
り
精
神
に
よ
っ
て

収
容
所
か
ら
立
ち
直
っ
た
。
日

本
人
も
日
系
人
も
油
断
し
て
は

い
け
な
い
。
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神

を
持
ち
続
け
、
遊
び
や
学
校
、

職
場
で
自
己
を
主
張
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。
だ
が
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
儒
教
的
な
労
働
倫
理

や
教
育
倫
理
、
倹
約
や
正
直
と

い
っ
た
価
値
観
な
ど
、
日
本
人

と
し
て
の
強
い
文
化
的
特
質
を

捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

日本人と日系人の共通の課題

「日本人の文化的特質を捨ててはならない」

　
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て

２
０
２
１
年
４
月
に
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
諸
島
系
米
国
民
を
担
当

す
る
大
統
領
副
補
佐
官
に
指
名

さ
れ
た
エ
リ
カ
・
モ
リ
ツ
グ
氏

︵
51
︶
に
つ
い
て
、
３
月
13
日

付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

が
そ
の
活
躍
の
様
子
を
取
り
上

げ
て
い
る
＝
写
真
＝
。

　
モ
リ
ツ
グ
氏
は
日
系
４
世
と

し
て
ハ
ワ
イ
州
オ
ア
フ
島
で
生

ま
れ
た
。
オ
バ
マ
元
政
権
時
代

に
住
宅
都
市
開
発
省
で
長
官
補

佐
官
、
連
邦
議
会
議
員
の
顧

問
な
ど
を
務
め
た
経
歴
を
持

つ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ア
ジ
ア
系
住

民
へ
の
暴
力
が
増
え
て
い
た

２
０
２
１
年
、
バ
イ
デ
ン
政
権

の
閣
僚
と
な
っ
て
い
る
ア
ジ
ア

系
米
国
人
は
通
商
代
表
部
︵
Ｕ

Ｓ
Ｔ
Ｒ
︶
代
表
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・

タ
イ
氏
の
１
人
の
み
と
、
そ
の

少
な
さ
が
ハ
ワ
イ
選
出
の
メ
イ

ジ
ー
・
ヒ
ロ
ノ
上
院
議
員
︵
民

主
党
︶
ら
か
ら
批
判
さ
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
名
誉
毀
損
防
止
連

盟
と
女
性
と
家
族
の
た
め
の
全

国
パ
ー
ト
ナ
ー
の
幹
部
で
も
あ

っ
た
モ
リ
ツ
グ
氏
に
白
羽
の
矢

が
立
っ
た
。

　
大
統
領
副
補
佐
官
と
な
っ
て

か
ら
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の

さ
ま
ざ
ま
な
会
議
に
参
加
し
、

ア
ジ
ア
系
米
国
人
の
視
点
を
取

り
入
れ
さ
せ
て
い
る
。
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
に
送
ら
れ
て
く
る
書

類
や
書
簡
な
ど
を
確
認
し
、
祝

日
や
祝
賀
会
で
の
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
諸
島
系
米
国
民
の
代
表
者

の
出
席
を
確
保
す
る
仕
事
も
し

て
い
る
。
最
近
で
は
今
年
の
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
旧
正
月
祝

賀
会
を
取
り

仕
切
っ
た
。

　
２
月

19
日

に
ワ
シ
ン
ト

ン
の
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
米
国

歴
史
博
物
館

で
開
催
さ
れ

た
故
ノ
ー
マ

ン
・

ミ

ネ

タ

元
運
輸
長
官

︵
昨
年
５
月
に

死
去
︶
追
悼

イ
ベ
ン
ト
に

出
席
し
、﹁
あ

な
た
が
い
て

こ
そ
の
私
で

す
﹂
と
元
収

容
者
で
日
系

人
の
名
誉
回

復
に
尽
力
し
た
故
ミ
ネ
タ
氏
を

讃
え
る
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。
３

月
14
日
に
は
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
モ
ン
ト
レ
ー
パ
ー
ク
の
ア
ジ

ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
１
月

に
起
き
た
銃
乱
射
事
件
現
場

を
、
銃
規
制
を
訴
え
る
バ
イ
デ

ン
大
統
領
と
共
に
訪
れ
た
。

　
連
邦
議
会
で
も
活
躍
し
て
お

り
、
２
０
２
１
年
に
は
国
会
議

員
と
協
力
し
て
ア
ジ
ア
系
米
国

人
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

︵
憎
悪
犯
罪
︶
を
取
り
締
ま
る

た
め
の
法
律
の
制
定
に
関
わ
っ

た
。

　
モ
リ
ツ
グ
氏
は
タ
イ
ム
ズ
の

取
材
に
対
し
、
イ
ン
フ
ラ
法
案

や
半
導
体
製
造
投
資
お
よ
び
技

術
研
究
法
案
な
ど
、
最
近
制
定

さ
れ
た
連
邦
法
が
ア
ジ
ア
系
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
も
利
益
を
も

た
ら
す
よ
う
に
し
た
い
と
語
っ

て
い
る
。
記
事
は
モ
リ
ツ
グ
氏

の
﹁
あ
ま
り
に
長
い
間
、
ア
ジ

ア
系
米
国
人
は
、
目
に
見
え
な

い
物
語
を
で
っ
ち
上
げ
ら
れ
て

隠
蔽
さ
れ
た
り
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー

ト
に
さ
れ
て
、
無
視
さ
れ
消
さ

れ
て
い
た
。
も
は
や
私
た
ち
が

目
に
見
え
な
い
と
い
っ
た
こ
と

は
不
可
能
で
す
﹂
と
い
う
言
葉

で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

日
系
４
世
の
大
統
領
副
補
佐
官

エ
リ
カ
・
モ
リ
ツ
グ
氏

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
が
活
躍
ぶ
り
詳
報

日
系
人
の
活
躍
に
膨
ら
む
期
待

米
日
カ
ウ
ン
シ
ル
で
訪
日
し
た
カ
タ
ヤ
マ
氏
に
聞
く

外務省で林外務大臣を表敬訪問した米日カウンシルの訪日団

岸
田
首
相
︵
右
︶
と
握
手
す
る
カ
タ
ヤ
マ
氏

https://www.hondag.com
mailto:info@tsutech.com
tel:9175773969
https://dancejapan.com/
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ゴ
ー
ル
デ
ン
・
イ
ー
グ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ズ
社
と
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議

所
、
日
本
ク
ラ
ブ
は
共
催
で
、

30
日
︵
木
︶
午
後
２
時
か
ら
３

時
ま
で
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し

た
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
を
開
催
す
る
。

　
２
０
２
２
年
12
月
末
に
成
立

し
た
﹁SE

C
U

R
E

 A
ct 2.0

﹂

に
よ
り
、
米
国
の
リ
タ
イ
ア
メ

ン
ト
プ
ラ
ン
は
50
年
ぶ
り
に
大

き
く
変
化
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
施
行
ま
で
に
は
時
間
が
あ

る
が
、
今
か
ら
新
ル
ー
ル
を
理

解
し
備
え
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
が
で
き
る
よ
う
、
当
セ

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
イ
ー
グ
ル
、
Ｎ
Ｙ
日
商
・
日
本
ク
ラ
ブ
共
催

新
４
０
１︵
ｋ
︶
を
解
説

30
に
市
川
氏
が
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

■
﹃
米
税
関
、
ウ
イ
グ
ル
強
制

労
働
防
止
法
の
執
行
デ
ー
タ
公

開
、
太
陽
光
製
品
含
む
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
が
半
数
占
め
る
﹄

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国

税
関
・
国
境
警
備
局
︵
Ｃ
Ｂ
Ｐ
︶

は
3
月
14
日
、
中
国
の
新
疆
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
が
関
与
す
る
製

品
の
輸
入
を
原
則
禁
止
す
る
ウ

イ
グ
ル
強
制
労
働
防
止
法
︵
Ｕ

Ｆ
Ｌ
Ｐ
Ａ
︶
の
執
行
状
況
に
関

す
る
統
計
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
公
開
し
た
。

■
﹃
米
フ
ァ
ー
ス
ト
・
リ
パ
ブ

リ
ッ
ク
銀
行
へ
３
０
０
億
ド
ル

の
支
援
、
中
堅
銀
行
へ
の
規
制

強
化
案
も
浮
上
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
発
︶＝
米
国
フ
ァ
ー
ス
ト
・

リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
銀
行
は
3
月
16

日
、
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ

カ
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、
Ｊ
Ｐ
・

モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
、
ウ
ェ

ル
ズ
・
フ
ァ
ー
ゴ
な
ど
11
行
か

ら
合
計
３
０
０
億
ド
ル
の
保
険

対
象
外
の
預
金
を
受
け
取
っ
た

と
発
表
し
た
。

■
﹃
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
局
、

２
０
３
０
年
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量

は
２
０
０
５
年
比
で
約
3
割
と

予
測
、
パ
リ
協
定
目
標
に
は
届

か
ず
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶

＝
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
局
は

3
月
16
日
、
２
０
２
３
年
版
年

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
見
通
し
を
公
表

し
、
そ
の
中
で
米
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
二
酸
化
炭
素
︵
Ｃ

Ｏ
２
︶
排
出
量
の
削
減
量
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
０
５

年
比
で
約
3
割
に
と
ど
ま
る
と

予
測
し
た
。

■
﹃
米
エ
ク
ソ
ン
、
テ
キ
サ
ス

州
の
製
油
所
拡
張
で
燃
料
供
給

を
強
化
﹄︵
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
発
︶

＝
米
国
石
油
大
手
エ
ク
ソ
ン
モ

ー
ビ
ル
は
3
月
16
日
、
テ
キ
サ

ス
州
ボ
ー
モ
ン
ト
製
油
所
の
拡

張
を
発
表
し
た
。

■
﹃
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、

カ
ナ
ダ
で
の
Ｅ
Ｖ
用
電
池
生
産

工
場
建
設
を
発
表
﹄︵
ト
ロ
ン

ト
発
︶
＝
ド
イ
ツ
自
動
車
生
産

大
手
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ

ン
・
グ
ル
ー
プ
︵
Ｖ
Ｗ
︶
と
同

社
傘
下
の
バ
ッ
テ
リ
ー
企
業
パ

ワ
ー
コ
は
3
月
13
日
、カ
ナ
ダ
・

オ
ン
タ
リ
オ
州
の
セ
ン
ト
・
ト

ー
マ
ス
に
、
同
グ
ル
ー
プ
初
の

海
外
ギ
ガ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
電

気
自
動
車
︵
Ｅ
Ｖ
︶
用
電
池
生

産
工
場
を
新
設
す
る
と
発
表
し

た
。

■
﹃
韓
国
政
府
、
米
Ｓ
Ｖ
Ｂ
破

綻
を
受
け
非
常
マ
ク
ロ
経
済
金

融
会
議
を
開
催
﹄︵
ソ
ウ
ル
発
︶

＝
韓
国
企
画
財
政
部
は
3
月
14

日
、
米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
銀

行
︵
Ｓ
Ｖ
Ｂ
︶、
シ
グ
ネ
チ
ャ

ー
銀
行
の
破
綻
に
伴
う
国
際
金

融
市
場
の
動
向
お
よ
び
国
内
金

融
機
関
へ
の
影
響
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
、
秋
慶
鎬
︵
チ
ュ
・

ギ
ョ
ン
ホ
︶
経
済
副
首
相
兼
企

画
財
政
部
長
官
主
宰
に
よ
る

﹁
非
常
マ
ク
ロ
経
済
金
融
会
議
﹂

を
開
催
し
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
３
月

17
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ

メ
ー
ル
　rept@

jetro.go.jp

ミ
ナ
ー
で
は
４
０
１

︵
ｋ
︶
に
特
化
し
て

解
説
を
行
う
。

　
現
行
の
退
職
プ
ラ

ン
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

の
担
当
者
や
加
入

者
、
こ
れ
か
ら
退
職

口
座
を
開
設
予
定
の

企
業
担
当
者
が
対
象

で
、
日
本
語
の
解
説

に
英
語
字
幕
も
付

く
。
講
師
は
、
日
米

の
金
融
機
関
で
の
世

界
株
式
指
数
の
リ
サ

ー
チ
や
金
融
商
品
開

発
の
豊
富
な
経
験
を

活
か
し
、
企
業
で
提

供
す
る
退
職
口
座
プ

ラ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
市

川
公
美
氏
が
務
め

る
。

申し込みは、Ｅメール： ki@geca-us.com または、NY 日商のサイト：
https://www.jcciny.org/News/JCCINewsEventDetails/136 から。

　C
hat G

PT

に

対

抗

す

るG
oogle

のB
ard

。
こ
の

B
ard

と
鳥
のbird

の
発
音
の

違
い
が
わ
か
り
ま
せ
ん
、
動
画

で
教
え
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う

リ
ク
エ
ス
ト
を
読
者
が
お
送
り

下
さ
い
ま
し
た
。B

ard

の
発

音
は
、
ｂ
音
と
ｄ
音
の
間
に
二

重
母
音
が
入
り
ま
す
。
二
重
母

音
と
い
う
の
は
、
２
つ
の
音
色

を
滑
ら
か
に
移
行
す
る
、
一
つ

の
母
音
で
す
。
色
で
表
す
と
、

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
感

じ
で
す
。
初
め
は
グ
レ
ー
で
始

ま
っ
た
の
に
、
終
わ
り
は
紫
色

に
、
い
つ
の
ま
に
か
変
わ
っ
て

い
た
、
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

二
重
母
音
で
重
要
な
の
は
、
な

め
ら
か
に
音
が
変
わ
る
と
言
う

点
で
す
。
途
中
で
突
然
音
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
と
、
二
重
母
音

に
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

　
一
方bird

は
、
ｂ
音
と
ｄ

音
の
間
に
入
る
母
音
は
単
母

音
、
つ
ま
り
一
つ
の
音
色
で
で

き
た
、ソ
リ
ッ
ド
カ
ラ
ー
で
す
。

初
め
か
ら
最
後
ま
で
一
色
の
紫

色
。
ｂ
の
唇
が
割
れ
た
瞬
間
に

は
１
０
０
％
の
Ｒ
色
が
始
ま
っ

て
い
て
、
ｄ
音
の
舌
が
出
来
上

が
る
瞬
間
ま
で
、
そ
の
音
が
続

き
ま
す
。ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
、

グ
レ
ー
や
紫
の
色
は
、
私
が
感

じ
る
音
色
の
印
象
を
色
に
し
て

み
た
場
合
で
、
実
際
に
音
が
目

に
見
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
耳
に
は
、
何
色

に
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
か
。
ぜ

ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
実
際
の

発
音
は
動
画
で
説
明
し
ま
し
た

の
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
ね
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

Bard と bird の発音はこんなに違う！
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銀
行
支
援
の
動
き
が
加
速

電
池
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大

信
念
を
貫
く

楽
観
的
に
構
想
し
、

悲
観
的
に
計
画
し
、

楽
観
的
に
実
行
す
る

　
仕
事
を
し
て
い
く
過
程
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
を
ど
う
乗
り
越
え
て

い
く
か
に
よ
っ
て
結
果
は
大
き

　
新
し
い
こ
と
を
成
し
遂
げ
る

に
は
、
ま
ず
﹁
こ
う
あ
り
た
い
﹂

く
違
っ
て
き
ま
す
。

　
何
か
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
す
る
と
、
反
対
意
見
や
い
ろ

い
ろ
な
障
害
が
出
て
く
る
も
の

と
い
う
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、

超
楽
観
的
に
目
標
を
設
定
す
る

9

で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
と
、
す
ぐ
に
諦
め
て
し
ま
う

人
が
い
ま
す
が
、
す
ば
ら
し
い

仕
事
を
し
た
人
は
、
す
べ
て
こ

れ
ら
の
壁
を
、
高
い
理
想
に
裏

打
ち
さ
れ
た
信
念
で
も
っ
て
つ

き
崩
し
て
い
っ
た
人
た
ち
で
す
。

そ
う
し
た
人
た
ち
は
、
こ
れ
ら

の
障
害
を
試
練
と
し
て
真
正
面

か
ら
受
け
止
め
、
自
ら
の
信
念

を
高
く
掲
げ
て
進
ん
で
い
っ
た

の
で
す
。

　
信
念
を
貫
く
に
は
た
い
へ
ん

な
勇
気
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ

が
な
け
れ
ば
革
新
的
で
創
造
的

な
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　
天
は
私
た
ち
に
無
限
の
可
能

性
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
信
じ
、﹁
必
ず
で
き
る
﹂
と

自
ら
に
言
い
聞
か
せ
、
自
ら
を

奮
い
立
た
せ
る
の
で
す
。
し
か

し
、
計
画
の
段
階
で
は
、﹁
何

と
し
て
も
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
﹂
と
い
う
強
い
意
志

を
も
っ
て
悲
観
的
に
構
想
を
見

つ
め
な
お
し
、
起
こ
り
う
る
す

べ
て
の
問
題
を
想
定
し
て
対
応

策
を
慎
重
に
考
え
尽
く
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
て
実
行
段
階
に
お
い

て
は
、﹁
必
ず
で
き
る
﹂
と
い

う
自
信
を
も
っ
て
、
楽
観
的
に

明
る
く
堂
々
と
実
行
し
て
い
く

の
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞

盛心塾ニューヨーク

 www.seishinjukuny.org

http://www.rostamilaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
http://jch-tomo.org/
http://myriverside.net/home
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:ki@geca-us.com
https://www.jcciny.org/News/JCCINewsEventDetails/136
http://www.seishinjukuny.org
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セ
ク
ハ
ラ
防
止
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

限
界
を
打
破
す
る
︵
１
︶

クイック USA

127

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
ま
だ
実
施
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
80
年
代
と
比

べ
て
み
て
も
、
ま
っ
た
く
減
少

し
て
い
な
い
と
い
う
調
査
結
果

を
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
教
授
が

発
表
し
て
い
ま
す
。
逆
に
女
性

の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
数
自
体
に
も

最
近
は
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る

と
い
う
の
で
す
。
本
当
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
は
に
わ
か
に
は
信
じ

ら
れ
な
い
よ
う
な
憂
慮
せ
ざ
る

を
得
な
い
報
告
だ
と
申
し
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
セ
ク
ハ
ラ
防
止
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
み
な
ら
ず
、
現
在
ほ
と
ん

ど
の
企
業
︵
ハ
ー
バ
ー
ド
大
に

よ
る
と
95
％
︶
で
は
セ
ク
ハ
ラ

が
起
こ
っ
た
際
に
報
告
を
出
す

こ
と
の
出
来
る
セ
ク
ハ
ラ
苦
情

処
理
制
度
が
社
内
で
設
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ

で
も
セ
ク
ハ
ラ
の
件
数
自
体
は

減
る
こ
と
も
な
く
、
女
性
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
登
用
に
も
効
果
が
見

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
切
実
な

問
題
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ア
メ

リ
カ
の
世
界
に
は
存
在
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
報
告
が
あ

っ
た
の
を
知
っ
て
か
知
ら
ぬ

か
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
義
務
を
法
律
で
課
そ
う
と

す
る
州
の
数
も
増
え
て
い
ま
せ

ん
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
法
律

で
セ
ク
ハ
ラ
防
止
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
義
務
付
け
よ
う
が
義
務
付

け
ま
い
が
、
セ
ク
ハ
ラ
苦
情
処

理
制
度
を
社
内
で
設
け
よ
う
が

設
け
ま
い
が
、
セ
ク
ハ
ラ
自
体

　
現
在
、
法
律
で
企
業
に
セ
ク

ハ
ラ
防
止
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
義

務
付
け
て
い
る
州
が
ア
メ
リ
カ

に
は
6
つ
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
︵
Ｃ
Ａ
︶
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
︵
Ｎ
Ｙ
︶
、
イ
リ

ノ
イ
︵
Ｉ
Ｌ
︶
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
︵
Ｄ

Ｅ
︶
、
メ
イ
ン
︵
Ｍ
Ｅ
︶
、
コ
ネ

テ
ィ
カ
ッ
ト
︵
Ｃ
Ｔ
︶
の
6
州

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
全
米
に

あ
る
残
り
の
44
州
で
は
そ
の
よ

う
な
法
律
は
制
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
で
は
法
律
が
制
定
さ
れ

て
い
る
こ
れ
ら
6
つ
の
州
で

は
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
義
務
付
け
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
セ
ク
ハ
ラ
発
生
の
件
数

は
減
少
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
驚
く
こ
と
に
セ
ク
ハ
ラ
ト

を
減
少
さ
せ
る
よ
う
な
目
に
見

え
る
効
果
は
残
念
な
が
ら
出
て

い
な
い
と
い
う
現
実
が
垣
間
見

ら
れ
る
次
第
な
の
で
す
。

　
今
回
の
記
事
は
日
系
企
業
に

セ
ク
ハ
ラ
防
止
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
提
供
し
て
い
る
弊
社
な
ら
び

に
私
自
身
の
自
省
と
自
戒
と
を

込
め
て
、
な
ぜ
セ
ク
ハ
ラ
が
企

業
内
で
一
向
に
減
少
し
て
い
な

い
の
か
を
探
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
ず
申
し
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
、
法
律
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
州
で
従

業
員
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
で

は
特
に
恐
ら
く
法
律
だ
か
ら
と

い
っ
て
仕
方
な
く
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
提
供
し
て
い
る
だ
け

 

税

金

特

集

⑦
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 T
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︶

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
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プ
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テ
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マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　
今
回
は
米
国
市
民
権
や
永
住

権
の
放
棄
に
関
係
す
る
税
金
の

話
で
す
。
米
国
市
民
権
や
米
国

永
住
権
︵
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
︶

保
持
者
の
方
は
、
世
界
中
ど
こ

に
い
て
も
米
国
の
税
務
上
の
居

住
者
と
な
り
ま
す
。
米
国
居
住

者
が
得
た
所
得
は
、
そ
の
所
得

の
源
泉
が
ど
こ
に
あ
る
か
に
か

か
わ
ら
ず
米
国
で
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
例
え
ば
米
国
市
民

権
を
持
つ
方
が
日
本
で
働
い
て

給
与
所
得
を
得
る
場
合
、
そ
の

給
与
所
得
は
米
国
で
も
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
継
続
し
て
毎
年
米

国
で
の
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。
日
本
と
米
国
で
の
二
重
課

税
を
防
ぐ
た
め
の
外
国
税
額
控

除
や
外
国
役
務
控
除
を
申
請
し

て
も
、
所
得
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て

は
最
終
的
に
米
国
で
も
納
税
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の

所
得
税
率
も
低
く
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

場
合
に
は
大
き
な
影
響
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
問
題
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
な
ど
、

比
較
的
所
得
税
率
の
低
い
国
に

移
住
し
た
場
合
で
す
。
せ
っ
か

く
税
率
の
低
い
国
に
移
住
し
て

も
、
最
終
的
に
米
国
の
税
額
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
米
国
で

の
継
続
的
な
課
税
を
避
け
る
た

め
、
あ
る
い
は
単
に
今
後
米
国

に
居
住
す
る
こ
と
が
な
い
の
で

米
国
市
民
権
や
永
住
権
を
放
棄

す
る
こ
と
を
考
え
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
米
国
で

は
市
民
権
や
永
住
権
を
放
棄
す

る
納
税
者
に
国
籍
離
脱
税
を
課

す
規
則
を
定
め
て
い
ま
す
の
で

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▽
国
籍
離
脱
税
の
対
象
者

　
国
籍
離
脱
税
は
、
市
民
権
を

放
棄
す
る
米
国
市
民
、
米
国
永

住
権
を
放
棄
す
る
長
期
永
住
権

保
持
者
、
ま
た
は
租
税
条
約
の

も
と
、
米
国
以
外
の
国
で
の
居

住
者
と
し
て
所
得
税
を
納
付
す

る
こ
と
を
選
択
す
る
長
期
永
住

権
保
持
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
﹁
長
期
﹂
永
住
権

保
持
者
と
は
、
永
住
権
を
過
去

15
年
の
う
ち
８
年
間
保
持
し
た

者
を
指
し
ま
す
。
暦
年
中
に
１

日
で
も
永
住
権
を
保
持
し
て
い

た
年
は
１
年
と
数
え
ら
れ
る
た

め
、
最
短
で
６
年
と
２
日
で
８

年
間
の
保
持
期
間
を
満
た
し
た

こ
と
と
な
り
、
長
期
永
住
権
保

持
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
条
件
を
一
つ
で
も
満
た

す
米
国
市
民
及
び
長
期
永
住
権

保
持
者
は
、
市
民
権
や
永
住
権

を
放
棄
す
る
と
、
国
籍
離
脱
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

１
　
２
０
２
２
年
に
国
籍
を
離

脱
し
た
方
は
、
国
籍
離
脱
前
の

過
去
５
年
間
の
平
均
年
間
所
得

税
額
が
17
万
８
０
０
０
ド
ル

︵
毎
年
イ
ン
フ
レ
調
整
あ
り
︶

を
超
過
す
る
場
合

２
　
純
資
産
が
２
０
０
万
ド
ル

以
上
の
場
合
、
ま
た
は

３
　
国
籍
離
脱
の
直
前
の
５
年

間
に
、
米
国
に
お
い
て
納
税
義

務
を
遵
守
し
て
い
な
か
っ
た
場

合　
１
の
平
均
所
得
税
の
要
件

は
、
通
常
税
額
や
代
替
ミ
ニ
マ

ム
税
の
合
計
か
ら
認
め
ら
れ
た

税
控
除
を
差
し
引
い
た
金
額
の

た
め
、
申
告
書
の
最
終
税
額
と

理
解
し
て
お
け
ば
よ
い
で
し
ょ

う
。
２
の
純
資
産
の
要
件
は
、

放
棄
直
前
に
贈
与
を
し
た
と
仮

定
し
た
場
合
の
贈
与
税
法
上
で

対
象
と
な
る
金
額
で
判
断
さ
れ

ま
す
。
３
の
過
去
５
年
間
納
税

義
務
遵
守
の
要
件
は
、
対
象
者

に
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
る

Form
 8854

で
過
去
５
年
の

所
得
税
額
を
記
載
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
遵
守
を
示
し
ま
す
。

▽
国
籍
離
脱
税

　
国
籍
離
脱
や
永
住
権
の
放
棄

を
さ
れ
た
方
は
、
個
人
が
保
有

す
る
全
て
の
資
産
を
そ
の
所
在

地
に
関
わ
ら
ず
離
脱
／
放
棄
前

日
の
時
価
で
売
却
し
た
と
仮
定

し
て
計
算
し
た
み
な
し
売
却
益

の
う
ち
、
76
万
７
０
０
０
ド
ル

を
超
え
た
金
額
が
課
税
対
象
所

得
と
な
り
ま
す
。
み
な
し
売
却

資
産
の
性
質
に
よ
っ
て
当
該
課

税
対
象
所
得
に
適
用
す
る
税
率

が
異
な
り
ま
す
。
ス
ト
ッ
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
繰
延
所
得
、

Ｉ
Ｒ
Ａ
な
ど
の
課
税
繰
延
所

得
、
ま
た
は
他
益
信
託
か
ら
の

受
取
り
に
関
し
て
は
異
な
る
規

則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

国
籍
離
脱
税
の
対
象
者
か
ら
の

米
国
市
民
／
居
住
者
へ
の
贈
与

や
遺
贈
は
受
取
人
に
課
税
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▽
Ｉ
Ｒ
Ｓ
へ
の
報
告

　
国
籍
離
脱
や
永
住
権
を
放
棄

し
た
場
合
は
、
国
籍
離
脱
税
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ずForm

 8854

を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出

を
怠
っ
た
場
合
は
１
万
ド
ル
の

罰
則
が
課
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
米
国
市
民
及
び
長
期
永

住
権
保
持
者
で
放
棄
を
考
え
て

い
る
方
は
、
国
籍
離
脱
税
の
影

響
を
考
慮
し
た
上
で
慎
重
に
国

籍
離
脱
の
計
画
を
立
て
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
記
載
の
情
報
は

一
般
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、

該
当
す
る
場
合
は
、
必
ず
税
務

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
﹁
仏
を
作
っ
て
魂
入
れ

ず
﹂
の
状
況
な
の
で
す
。
そ
の

証
左
と
し
て
多
く
の
企
業
で
は

州
の
雇
用
規
制
当
局
︵
Ｃ
Ａ
は

Ｄ
Ｆ
Ｅ
Ｈ: D

epartm
ent of 

Fair E
m

ploym
ent &

am
p; 

H
ousing

、
Ｎ
Ｙ
は
Ｄ
Ｏ
Ｌ: 

D
epartm

ent of Labor, 

Ｉ

Ｌ
は
Ｄ
Ｈ
Ｒ:D

epartm
ent 

of H
um

an R
ights

な

ど

︶

が
提
供
し
て
い
る
無
料
ビ
デ
オ

を
従
業
員
各
自
が
勤
務
時
間
内

に
見
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
対

応
し
て
い
る
企
業
が
多
い
の
で

は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
る
の
で

す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
1
回
行
え

ば
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
で

す
し
、
法
律
で
義
務
化
さ
せ
て

い
る
州
で
は
い
ず
れ
も
継
続
し

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と

を
企
業
に
要
求
し
て
い
ま
す
。

確
か
に
最
初
は
州
が
無
料
で
提

供
し
て
い
る
ビ
デ
オ
を
見
せ
る

こ
と
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も

構
わ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
次

回
も
同
じ
ビ
デ
オ
で
の
繰
り
返

し
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
企
業

と
し
て
は
い
く
ら
な
ん
で
も
能

が
あ
り
ま
せ
ん
。
各
州
が
作
っ

て
い
る
無
料
ビ
デ
オ
を
批
判
す

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
り
さ
え
す

れ
ば
よ
し
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ

た
の
な
ら
、
州
が
作
っ
た
無
料

ビ
デ
オ
を
毎
回
見
さ
せ
て
お
し

ま
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
が
前
述
し
た
﹁
仏
を
作
っ
て

魂
入
れ
ず
﹂
の
実
態
で
は
な
い

か
と
指
摘
す
る
理
由
で
す
。
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今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ジ
ェ
ト
ロ
は
、
4
月
27
日

︵
木
︶、
28
日
︵
金
︶
の
両
日
、

米
国
へ
の
投
資
環
境
調
査
ｗ
＝

を
目
的
と
し
た
﹁
セ
レ
ク
ト
Ｕ

Ｓ
Ａ
投
資
ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹂
を
実

施
す
る
。
Ｎ
Ｙ
州
の
半
導
体
エ

コ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
現
地
企

業
や
関
係
機
関
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
促
進
機
関
な
ど
と
の
交
流

機
会
を
提
供
す
る
。

　
内
容
は
半
導
体
産
業
の
中
心

地
オ
ー
ル
バ
ニ
ー
周
辺
の
強
固

な
半
導
体
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
学
び
、
半
導
体
産
業
振
興

策
や
優
遇
税
制
、
最
先
端
の
研

究
開
発
施
設
、
事
業
の
た
め
の

用
地
・
労
働
力
な
ど
包
括
的
に

解
説
す
る
。
募
集
対
象
は
、
米

国
へ
の
進
出
な
ら
び
に
投
資
を

検
討
し
て
い
る
日
本
企
業
。
募

集
定
員
は
20
人
。
参
加
費
無

料
。︵
航
空
券
、
宿
泊
費
、
飲

食
代
、
海
外
旅
行
保
険
等
は
自

己
負
担
︶。
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

米
国
大
使
館
商
務
部
が
後
援
。

申
し
込
み
締
め
切
り
は
4
月
7

日
︵
金
︶
午
後
５
時
︵
日
本

時
間
︶。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
９
９
７
・
０
４
０
０
、

Ｅ

メ

ー

ル:rept4@
jetro.

go.jp

　

ジ

ェ

ト

ロ
　

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

事

務

所
︵

担

当
・

神

田

さ

ん
、

中

嶋

さ

ん
︶
申
し
込
み
はhttps://

w
w

w
.jetro.go.jp/events/

selectusa2023

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
﹁
セ
レ
ク
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ

投
資
ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹂
参
加
者
募
集

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
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舞
台
は
６
５
０
０
万
年
前

の
地
球
。
白
亜
紀
の
最
後
の

期
で
あ
り
ジ
ュ
ラ
紀
同
様
、

恐
竜
が
繁
栄
し
た
時
期
で
も

あ
る
。
そ
う
、
恐
竜
フ
ァ
ン

に
は
た
ま
ら
な
い
、
Ｔ-

レ
ッ

ク
ス
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

恐
竜
が
ス
ク
リ
ー
ン
狭
し
と

暴
れ
ま
く
る
Ｓ
Ｆ
ス
リ
ラ
ー

だ
。

　﹁
ハ
ン
グ
リ
ー
・
ハ
ー
ツ
﹂

︵
２
０
１
４
年
︶
で
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
国
際
映
画
祭
男
優
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
性
格
俳
優
と

し
て
知
ら
れ
る
ア
ダ
ム
・
ド

ラ
イ
バ
ー
が
こ
の
手
の
作
品

に
主
演
す
る
の
は
意
外
で
も

あ
る
が
、﹁
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー

ズ
﹂
シ
リ
ー
ズ
で
は
悪
役
カ

イ
ロ
ン
・
レ
ン
を
演
じ
て
お

り
、
ど
う
も
宇
宙
へ
の
思
い

入
れ
が
あ
り
そ
う
だ
。
監
督
・

脚
本
は
﹁
ク
ワ
イ
エ
ッ
ト
プ

レ
イ
ス
﹂
を
脚
本
し
た
ス
コ

ッ
ト
・
ベ
ッ
ク
と
ブ
ラ
イ
ア

ン
・
ウ
ッ
ズ
の
コ
ン
ビ
。

　
宇
宙
船
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ミ

ル
ズ
︵
ド
ラ
イ
バ
ー
︶
は
地

球
と
同
様
に
空
気
も
水
も
あ

る
惑
星
ソ
マ
リ
ス
で
妻
と
娘

と
暮
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、

娘
は
病
弱
で
治
療
費
を
捻
出

す
る
た
め
に
他
の
惑
星
に
移

住
者
を
送
り
届
け
る
仕
事
を

引
き
受
け
る
。
往
復
に
２
年

は
か
か
る
た
め
、
今
日
は
親

子
３
人
で
海
に
遊
び
に
来
た
。

両
手
を
組
み
合
わ
せ
空
洞
に

な
っ
た
と
こ
ろ
に
息
を
吹
き

込
み
音
を
鳴
ら
す
手
笛
を
ミ

ル
ズ
が
娘
に
教
え
る
。
父
娘

の
つ
か
の
間
の
幸
せ
な
ひ
と

時
だ
っ
た
。

　
ミ
ル
ズ
の
宇
宙
船
は
目
的

地
に
着
く
前
に
小
惑
星
の
か

け
ら
が
機
体
に
当
た
り
船
体

が
２
つ
に
割
れ
た
形
で
見
知

ら
ぬ
惑
星
に
墜
落
。
生
き
残

っ
た
の
は
ミ
ル
ズ
と
少
女
コ

ア
︵
ア
リ
ア
ナ
・
グ
リ
ー
ン

ブ
ラ
ッ
ト
︶
だ
け
。
ミ
ル
ズ

は
２
つ
に
割
れ
た
も
う
一
方

の
機
体
に
救
助
を
要
請
す
る

通
信
機
器
と
脱
出
用
の
小
型

宇
宙
船
が
搭
載
さ
れ
て
い
る

の
に
気
づ
き
、
コ
ア
と
と
も

に
山
頂
近
く
を
目
指
し
て
出

発
す
る
。
ミ
ル
ズ
は
墜
落
し

た
場
所
が
白
亜
紀
の
地
球
だ

と
は
知
ら
な
い
。
１
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
ト
カ
ゲ
の
よ
う
な

生
き
物
に
飛
び
か
か
ら
れ
る

ま
で
は
。

　
Ｃ
Ｇ
Ｉ
に
よ
る
﹁
ま
る
で

本
物
の
恐
竜
﹂
は
﹁
ジ
ュ
ラ

シ
ッ
ク
﹂
シ
リ
ー
ズ
で
お
馴

染
み
だ
が
、
こ
れ
ぞ
と
い
う

獰
猛
系
が
次
々
現
れ
手
に
汗

握
る
展
開
。
が
、
恐
竜
と
人

間
の
バ
ト
ル
だ
け
で
は
な
い
。

ミ
ル
ズ
が
コ
ア
に
自
分
の
娘

を
重
ね
合
わ
せ
全
力
で
彼
女

を
守
り
、
コ
ア
も
失
っ
た
両

親
を
想
い
な
が
ら
ミ
ル
ズ
に

頼
り
そ
し
て
ミ
ル
ズ
を
助
け

る
、
父
娘
の
よ
う
な
心
の
絆

が
芽
生
え
る
く
だ
り
と
の
２

本
柱
だ
。
１
時
間
33
分
。
Ｐ

Ｇ-

13
。
　
　
　
　
　
　︵
明
︶

65
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動
画
予
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デ
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で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

恐
竜
世
界
に
墜
落
し
た
ら

 ■上映館■

Regal E-Walk 4DX & RPX
247 W. 42nd St.
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC 34th Street 14

312 W. 34th St.

ミルズは巨大な骨を見て未知の惑星に墜落したのだと知る

　
女
優
の
中
谷
美
紀
が
演
じ
る

舞
台
﹁
猟
銃
﹂
が
16
日
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
バ
リ
シ
ニ
コ
フ
・

ア
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
︵
37
丁
目

４
５
０
番
地
、
９
番
街
と
10
番

街
の
間
︶
で
始
ま
っ
た
。

　
井
上
靖
の
小
説
の
舞
台
化

で
、
４
人
の
恋
愛
心
理
を
描
く

悲
劇
。
素
封
家
で
狩
り
が
好
き

な
三
杉
譲
介
に
３
人
の
女
性
か

ら
同
時
に
手
紙
が
届
く
。
そ
れ

は
、
妻
の
み
ど
り
、
愛
人
の
彩

子
、
そ
の
愛
人
の
娘
の
薔
子
か

ら
の
手
紙
だ
っ
た
。
13
年
に
わ

た
る
不
倫
を
知
っ
て
い
た
と
す

る
妻
、母
の
浮
気
を
知
っ
た
娘
、

永
遠
の
別
れ
を
告
げ
る
愛
人
。

　
開
演
２
日
目
の
17
日
の
舞
台

は
ほ
ぼ
満
席
で
、
拍
手
喝
采
、

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。
禅

の
美
学
を
取
り
入
れ
た
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
舞
台
も
美
し
く
、

共
演
す
る
伝
説
の
バ
レ
エ
ダ
ン

サ
ー
、
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
リ
シ
ニ

コ
フ
は
哀
切
漂
う
深
遠
な
身
体

表
現
で
圧
倒
的
な
存
在
感
を
伝

え
た
が
、
３
人
の
女
性
を
一
度

も
舞
台
か
ら
下
が
る
こ
と
な
く

一
人
で
演
じ
続
け
る
中
谷
の
熱

演
に
圧
倒
さ
れ
た
。
観
客
か
ら

は
﹁
彼
女
は
本
当
に
素
晴
ら
し

い
﹂﹁
舞
台
に
釘
付
け
に
な
っ

た
﹂﹁
辛
い
気
持
ち
に
な
る
話

だ
が
美
し
い
舞
台
だ
っ
た
﹂
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
同
舞
台
は
２
０
１
１
年
に
カ

ナ
ダ
で
初
演
、
日
本
で
は
同
年

お
よ
び
16
年
に
上
演
さ
れ
た
。

中
谷
が
初
舞
台
に
し
て
第
46
回

紀
伊
國
屋
演
劇
賞
個
人
賞
を
受

賞
、
話
題
と
な
っ
た
作
品
で
、

７
年
ぶ
り
の
上
演
と
な
る
。

　
４
月
15
日
ま
で
、
火
曜
か
ら

土
曜
は
午
後
７
時
30
分
、
日
曜

は
２
時
か
ら
。
日
本
語
で
上

演
、
英
語
字
幕
あ
り
。
上
演

時
間
95
分
、
休
憩
な
し
。
料

金
は
35
〜
１
５
０
ド
ル
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
thehuntinggun.org

を

参

照
。
　
　
　
　︵
小
味
か
お
る
︶

Photo: Pasha Antonov

中谷の熱演に拍手喝采
「猟銃」NY 公演 4 月 15 日まで

http://shinbashi72.com/
https://sobaya.square.site/
https://tawaramart.com/
http://jmart-usa.com/en/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
tel:2019438003
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.thehuntinggun.org
http://www.thehuntinggun.org
http://www.thehuntinggun.org
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
系
人
家
族

会
主
催
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ

ン
ト
﹁
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
春
の
大
運
動
会
﹂
が
５

月
６
日
︵
土
︶
午
前
10
時
か

ら
、
公
立
小
学
校
Ｐ
Ｓ
９
︵80 

U
nderhill A

ve.

︶
に
お
い
て

５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
。 

　

　
子
供
が
参
加
す
る
日
本
ス
タ

イ
ル
の
運
動
会
を
家
族
と
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
。
０
歳
か
ら
中
学

生
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
が

楽
し
め
る
競
技
を
実
施
す
る
。

対
象
は
、
午
前
の
部
が
０
歳
か

ら
３
Ｋ︵
２
０
１
９
年
生
ま
れ
︶

ま
で
、
午
後
の
部
がPre-K

か
ら
現
地
校
８
年
生
ま
で
。
雨

天
中
止
。
高
校
生
、
大
学
生
、

大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

︵
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

証
明
を
発
行
す
る
︶。

　
参
加
費
は
子
供
ひ
と
り
30

ド
ル
︵
ふ
た
り
め
か
ら
５
ド

ル
、
Ｂ
Ｎ
Ｇ
無
料
︶。
問
い
合

わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルundokai@

bjafa.org

︵
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
大
運
動
会
実
行
委

員
会
︶
ま
で
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://

bjafa.org/

を
参
照
す
る
。

　
滋
賀
県
酒
造
組
合
︵
滋
賀
県

大
津
市
、
喜
多
良
道
会
長
︶
は

12
日
、
ア
メ
リ
カ
︵
Ｎ
Ｙ
州
、

ミ
シ
ガ
ン
州
︶
の
レ
ス
ト
ラ
ン

関
係
者
を
対
象
と
し
た
、
初
の

日
本
酒
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
両

州
の
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
54
人

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
。

　
琵
琶
湖
を
挟
ん
で
異
な
る
気

候
風
土
が
育
む
滋
賀
の
最
大
の

魅
力
は
、
豊
富
な
水
資
源
と
自

然
。
豊
か
な
自
然
が
育
む
滋
賀

の
地
酒
は
、
味
や
香
り
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
、
料
理

と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
最
大

限
に
味
を
引
き
立
て
る
事
が
で

き
る
と
い
う
。
同
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
事
前
に
Ｎ
Ｙ
州
と
滋
賀
県

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ミ
シ
ガ
ン

州
の
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
に
日

本
酒
試
飲
サ
ン
プ
ル
が
提
供
さ

れ
、
滋
賀
県
酒
造
組
合
11
蔵
元

か
ら
地
酒
の
特
徴
に
つ
い
て
説

明
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い

な
が
ら
参
加
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係

者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
滋
賀
酒
造
組
合
は
、
昨
年
４

月
国
税
庁
よ
り
地
理
的
表
示

︵
Ｇ
Ｉ
︶﹁
滋
賀
﹂︵
清
酒
︶
指

定
を
受
け
、
滋
賀
県
の
日
本
酒

を
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、
世

界
に
向
け
て
輸
出
を
促
進
し
よ

う
と
、
県
を
挙
げ
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
32
の

蔵
元
が
加
盟
。
同
組
合
の
喜
多

会
長
は
﹁
日
本
酒
は
甘
み
、
旨

み
、
酸
味
、
香
り
の
バ
ラ
ン
ス

が
重
要
。
滋
賀
の
酒
は
、
歴
史

と
風
土
、
良
い
水
に
よ
っ
て
醸

し
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
旨

み
が
あ
っ
て
飲
ん
だ
後
の
爽
や

か
さ
、キ
レ
の
良
い
酒
が
多
い
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、

滋
賀
の
酒
を
理
解
し
、
ア
メ
リ

カ
で
販
売
・
提
供
し
て
も
ら
え

た
ら
あ
り
が
た
い
﹂
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。
今
回
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
滋
賀
県
酒
造

組
合
11
蔵
元
の
う
ち
、
現
在
５

蔵
元
の
酒
は
米
国
で
販
売
さ
れ

て
お
り
、
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し

た
６
蔵
元
の
酒
は
米
国
で
の
販

売
に
向
け
て
手
続
き
を
進
め
て

い
る
。
参
加
蔵
元
は
、
浪
乃
音

酒
造
、
北
島
酒
造
、
藤
本
酒
造
、

田
中
酒
造
、
福
井
弥
平
商
店
、

藤
居
本
家
、
喜
多
酒
造
、
瀬
古

酒
造
、
増
本
藤
兵
衛
酒
造
所
、

上
原
酒
造
、
笑
四
季
酒
造
。

滋
賀
酒
の
魅
力
を
世
界
へ

       

滋
賀
県
酒
造
組
合

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

セントラルパーク桜前線

公園桜マップが開花情報

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
主
催

大
運
動
会
！

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協

会
は
４
月
１
日
︵
土
︶
か
ら
29

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協
会

﹁
ス
バ
ル
桜
祭
り
﹂
を
開
催

15
日
、
16
日
は
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
公
園
で

日
︵
土
︶
ま
で
、
恒
例
の
﹁
ス

バ
ル
・
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
を
今
年
も

開
催
す
る
。
野
点
や
寿
司
・
和

菓
子
教
室
、
三
船
映
画
の
上
映

会
ほ
か
日
本
文
化
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
市
内
各
地
で
開
催
す
る
。

　
そ
し
て
同
イ
ベ
ン
ト
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
と
し
て
、
千
本
桜
で
有

名
な
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
パ
ー
ク
の

ホ
ー
チ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

で
15
日
︵
土
︶
と
16
日
︵
日
︶

の
２
日
に
わ
た
り
﹁
サ
ク
ラ
サ

タ
デ
ー
﹂﹁
サ
ク
ラ
サ
ン
デ
ー
﹂

と
い
う
祭
り
を
午
前
10
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
ま
で
実
施
す

る
。

　
両
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
数
々
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
ほ
か
、
生
け
花
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
着
物
や
浴
衣

の
着
付
け
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、

お
茶
の
野
点
や
折
り
紙
や
将
棋

の
教
室
な
ど
も
実
施
さ
れ
る
予

定
。
今
年
は
入
場
無
料
。
代
わ

り
に
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の

た
め
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ラ

ッ
フ
ル
券
を
販
売
す
る
。

　
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

su
baru

ch
erry

blossom
.

org

を
参
照
す
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
散
歩
や
写

真
を
撮
っ
た
り
し
て
花
見
を
す

る
場
所
と
し
て
良
い
場
所
は

な
ん
と
言
っ
て
も
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
だ
ろ
う
。
同
公
園

の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
公

式

マ

ッ

プ(https://w
w

w
.

cen
tralp

ark
n

y
c.o

rg
/

cherry-blossom
s

︶
は
、
美

し
い
桜
の
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
の
開

花
状
況
を
紹
介
し
て
い
る
。
桜

の
名
所
と
し
て
、
貯
水
池
の
東

や
西
、
チ
ェ
リ
ー
ヒ
ル
を
望
む

場
所
、
グ
レ
ー
ト
ロ
ー
ン
の
南

側
な
ど
、
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
。
今
年
は
暖
冬
だ
っ
た
た

め
、
桜
は
例
年
よ
り
か
な
り
早

く
開
花
し
て
い
る
と
い
う
。
現

在
は
西
84
丁
目
付
近
が
満
開
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　︵
吉
田
真
人
︶

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
https://goshikiprinting.com/
http://bjafa.org/
http://bjafa.org/
http://bjafa.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
subarucherryblossom.org
https://www.centralparknyc.org/cherry-blossoms
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35

鰻
巻
き
玉
子
︵
１
本
分
︶

炙
り
し
め
鯖
の
つ
く
り

ま
ぐ
ろ
と
ホ
タ
テ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ

　
ウ
ナ
ギ
は
あ
ら
か
じ
め
、
縦

半
分
４
等
分
に
フ
ラ
イ
パ
ン

の
幅
に
合
わ
せ
て
切
っ
て
お

く
。
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
弱
火

で
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を

ひ
き
、
︵
１
︶
を
流
し
入
れ
る
。

全
体
に
広
げ
の
ば
す
。
表
面
が

少
し
乾
い
て
き
た
ら
ウ
ナ
ギ
を

フ
ラ
イ
パ
ン
の
奥
に
並
べ
て
手

前
に
お
折
り
た
た
む
よ
う
に
巻

き
上
げ
る
。
奥
に
寄
せ
、
ま
た

油
を
ひ
き
同
じ
作
業
を
く
り
返

す
。

　
焼
き
上
が
っ
た
ら
ま
な
板
の

上
で
４
〜
５
等
分
に
切
り
分

け
、
大
根
お
ろ
し
を
添
え
る
。

コ
ツ
　
片
栗
粉
を
少
量
入
れ
る

と
巻
き
や
す
く
な
る
。

ポ
イ
ン
ト
　
ウ
ナ
ギ
は
袋
か
ら

取
り
出
し
、
一
度
表
面
を
洗
い

流
す
。
水
分
を
拭
き
取
る
こ
と
。

   

オ
ニ
オ
ン
ス
ラ
イ
ス
を
さ
ら

に
盛
り
つ
受
け
る
。
マ
グ
ロ
　

ホ
タ
テ
の
順
に
並
べ
る
。
プ
チ

ト
マ
ト
を
４
等
分
に
切
り
散
ら

し
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
か
け

レ
モ
ン
を
絞
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ

ッ
パ
ー
、
塩
を
ふ
り
か
け
る
。

　
余
っ
た
ウ
ナ
ギ
の
切
れ
端

は
、
胡
瓜
を
揉
ん
で
三
杯
酢
と

白
胡
麻
で
﹁
う
ざ
く
﹂
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
。

細
か
く
刻
ん
だ
チ
ャ
イ
ブ
を
ふ

り
か
け
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ー
ン
サ

ラ
ダ
を
添
え
る
。

し
め
鯖
は
、
炙
る
前
に
切
り
付

け
、
皮
目
を
ト
ー
チ
で
さ
っ
と

炙
り
、︵
ト
ー
チ
の
代
わ
り
に

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
や
フ
ラ

イ
パ
ン
で
焦
げ
目
を
︶。
お
皿

に
盛
り
付
け
。
お
ろ
し
生
姜
、

チ
ャ
イ
ブ
、
細
か
く
刻
ん
だ
茗

荷
千
切
り
を
あ
し
ら
い
お
好
み

で
酢
少
々
を
ふ
り
か
け
出
来
上

が
り
。
一
味
と
う
が
ら
し
を

少
々
。

材料
うなぎパック .....（１）
玉子 ................... ３つ
出汁 ...................90cc
大根おろし ......... 適量

材料
しめ鯖 ............. 半身１
おろし生姜 ..........適量
チャイブ
茗荷 ....................１個
酢
醤油 ................ お好み
しそのは .............２枚
しろ胡麻
山葵

材料
マグロ ...................８切れ
ホタテ
.... ４個を半分にして８つ
オニオンスライス ...... 1/2
プチトマト ............... ３個
ブラックペッパー .... 少し
塩 ............................. 少し
フライ　（？）　
マイクログリーンサラダ
アルグラ

　
今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
老
舗
和

食
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
の
料

理
長
、
福
本
美
浩
さ
ん
に
﹁
寿

司
シ
ェ
フ
が
作
る
海
の
幸
の
小

鉢
と
つ
く
り
﹂
３
品
を
作
っ
て

も
ら
い
ま
す
。
福
本
さ
ん
は

北
海
道
北
見
市
出
身
で
日
本
食

店
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

札
幌
と
東
京
で
寿
司
の
修
行
を

積
む
。
１
９
８
５
年
レ
ス
ト
ラ

ン
日
本
創
業
者
倉
岡
伸
欣
さ
ん

と
出
会
い
Ｎ
Ｙ
へ
。
寿
司
シ
ェ

フ
と
し
て
採
用
さ
れ
今
年
で
寿

司
シ
ェ
フ
歴
46
年
。
兄
、
甥
っ

子
︵
ド
バ
イ
在
︶
も
寿
司
シ
ェ

フ
と
し
て
活
躍
中
。﹁
寿
司
シ

ェ
フ
一
家
﹂
と
し
て
世
界
を
股

に
か
け
て
い
る
。

老
舗
寿
司
シ
ェ
フ
が
作
る
小
鉢
と
お
作
り

レストラン日本

155 East 52nd Street
New York, NY 

(Bet. Lex and 3rd Ave.)
212-688-5941

www.restaurantnippon.com

https://www.korin.com/
https://kikkomanusa.com/
http://www.restaurantnippon.com
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 EVENT　 
■ジャパンフェス＝ 3/26　10:00 〜
18:00　 イ ー ス ト ビ レ ッ ジ（Astor 
Place, Broadway-Lafayette St.）スト
リートのブロックがまるまる日本色
に染まる、世界最大の日本の食フェ
ス。2023 年の第 1 回目はイーストビ
レッジでスタートする。
詳細は https://www.japanfes.com
■メイシーズ・フラワーショー 2023
＝ 3/26 〜 4/9　Macy's（151 W 34th 
St.）毎年春に開催される恒例の花の
ショー。34 丁目にあるメイシーズデ
パートの１階に世界各国の花が咲き
乱れ、花の香りにあふれるイベント。
今年は「MADE WITH LOVE」をテー
マにディオールのフレグランスのガ
イド付き体験も実施される。
詳 細 は https://www.macys.com/s/
fl ower-show/
■ 第 46 回 ア ー ト エ キ ス ポ NY ＝
3/31 〜 4/2　Pier 36（299 South St.）
1978 年から続く世界最大のアート市
場。コレクターやギャラリスト、バ
イヤーなど毎年 3 万人以上が来場す
る。入場料：1 日券 $30、学生・シニ
ア $15、12 歳以下無料。
詳 細 は https://redwoodartgroup.com/
artexpo-new-york/
■ NY ソフィア会第 59 回総会＝ 4/1　
13:00　Nisi Kitchen（549 Main St, 
Roosevelt Island）NY ソフィア会（我
謝京子会長、上智大学同窓会 NY 支部）
の第 59 回総会が市内ルーズベルト島
のレストランで開催される。NY に来
たばかりの人や、ソフィア会のイベ
ントに馴染みのない在住人にも参加
を呼びかけている。同会の活動につ
いての情報を得て、ソフィアン仲間
と交流する。参加費 $35（ブランチ、
1 ドリンク付き、現金のみ）。申し込み・
問い合わせはＥメール infosophiany@
gmail.com（我謝さん）。
■ オ ー キ ッ ド シ ョ ー ＝ 4/23 ま で　
New York Botanical Garden（2900 
Southern Boulevard）ブロンクスにあ
る NY 植物園で毎年恒例のラン展が
開催中。20 周年を迎える今年は「ナ
チュラル・ヘリテージ」と題し、ラ
ンドスケープデザイナーのリリー・
クオンによる色鮮やかで珍しいラン
を多用した幻想的な世界が創られた。

週末には大人限定のパーティ「オー
キッドナイト」も行われる。入場料：
大人 $35、学生・シニア $31、2 歳〜
12 歳 $15 ドル、2 歳以下無料。
詳細は https://www.nybg.org/

MUSIC
■黒澤有美トリオのコンサート＝
3/30　19:00　The Public Theater（425 
Lafayette St.）琴奏者の黒澤有美が結
成した「Yumi Kurosawa Trio」として
の初のアルバム「Metamorphosis」を
記念したリリースコンサート。楽器
編成は、20 絃箏、バイオリン、タブラ、
ドラムセット、尺八、アルトサックス、
パーカッション。入場料：一般 $25、
学生 $15（＋ 2 ドリンク、1 フードミ
ニマム）　
詳細は https://publictheater.org/
■石榑雅代の琴・三味線リサイタル
＝ 4/6　19:30　Carnegie Hall（57th 
St ＆ 7th Ave. ）アメリカでのプロ生
活 30 周年を記念したリサイタル。「さ
くら／荒城の月」、沖縄のメロディー
を使った沢井忠夫作曲の「銀河」ほ
かを演奏する。出演は石榑のほか、
ザック・ジンガー（尺八）、ノーザン・
コチ（ピアノ）、ツボイノリコ（琴）、
ミヤビ琴＆三味線アンサンブル。入
場料：$40・$50　
詳細は https://www.carnegiehall.org/
■マリンバ奏者・名倉誠人演奏会＝
4/15　19:30　Church In the Gardens

（50 Ascan Ave, Queens）ピアニスト
のバーバラ・ポドゥグルスキーとデュ
オのための委嘱作品やバッハの作品
を名倉が編曲した曲を演奏する。入
場料：一般 $20、学生 $10　　詳細は
http://thecitg.org/

THEATRE/DANCE
■中谷美紀出演「猟銃」NY 公演＝
4/15 ま で　Baryshnikov Arts Center

（450 W 37th St.）1949 年発表の井上
靖による短編小説「猟銃」を女優・
中谷美紀と世界的バレエダンサーの
ミハイル・バリシニコフで舞台化。4
人の恋愛心理を描く悲劇で、中谷が 3
人の女性を演じ分け、バリシニコフ
は身体表現で共演する。日本語上演、
英語字幕。入場料：$35 〜 150。
詳細は https://www.thehuntinggun.org/

, ART
　

■書画家・田中太山による 2 時間
だけの体験型書道作品展＝ 3/26 日　
11:00 〜 13:00　RESOBOX（91 E 
3rd St.）初の試みとなる同展のテー
マは「見る、感じる、体験する」。会
場では田中が作品を書き続ける様子
を見学でき、来場者用に設けられた

スペースで自由に書くこともできる。
アーティストと一緒にアート体験を
する。詳細は https://resobox.com/
■グループ展「Subjective Surreality」
＝ 4/2 ま で　NowHere（40 Wooster 
St.）現代美術家の松山智一が率いる 
Matsuyama Studio LLC に所属する、
アシスタントアーティスト、松下竜
也、鈴木拓良、新宮大史、小中寛顕
の 4 人による作品展。現代アートと
は何かを追求しそれぞれが制作した
絵画と立体作品を展示。入場無料。
詳細は https://www.nowhere-nyc.com/
■日本の近代陶芸展「Wada Morihiro 
and Modern Ceramics of Japan」 ＝
3/16 〜 4/14　Joan B Mirviss LTD（39 
E 78th St, ＃ 401）現代的な造形力と
抽象的な模様や色付けで独創性の高
い作品で人気を集めた陶芸家・和太
守卑良（わだ・もりひろ）の作品展。
詳細は http://www.mirviss.com
■クリムト展覧会「Gold in Motion」
＝終了日未定　Hall des Lumières（49 
Chambers St.）オーストリアの画家
グスタフ・クリムトの有名な絵画作
品がオリジナルサウンドとともに、
高さ約 9 メートルの壁に投影される
没入型デジタルアート展。入場料は
一般 $30、65 歳以上 $28、5 〜 16 歳
$15。
詳 細 は https://www.halldeslumieres.
com/omcomorgor

　
生
け
花
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
Ｎ
Ｙ
は
４
月
29
日
︵
土
︶
午

前
11
時
30
分
か
ら
午
後
１
時
30

分
ま
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
館
︵
Ｊ

Ａ
Ａ
、
西
45
丁
目
49
番
地
５
階
︶

に
て
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
・
イ

ン
グ
リ
ッ
ド
・
ル
ー
ダ
ー
ス
さ

ん
に
よ
る
、
小
原
流
い
け
ば
な

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
。
ル
ー
ダ
ー

ス
さ
ん
が
春
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

表
現
し
、
90
分
で
約
６
つ
の
ア

レ
ン
ジ
を
披
露
す
る
。
チ
ケ
ッ

ト
は
会
員
が
60
ド
ル
、
非
会
員

が
80
ド
ル
︵
お
弁
当
付
き
︶。

チ

ケ

ッ

ト

はE
ventbrite

の

サ

イ

トhttps://IIN
Y

_
O

hara_A
pril29th_2023.

eventbrite.com

か

ら
。

問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

ikebanany.org

ま

で
。

詳

細
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジIkebana International 
N

ew
 Y

ork C
hapter #

7

、

ま
た
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

ikebanany

生け花インターナショナル

小原流実演
４月29日JAAで

木
村
伶
香
能

第
27
回
Ｎ
Ｙ
の
四
季

　
箏
・
三
味
線
演
奏
家
の
木
村

伶
香
能
に
よ
る
日
本
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
、
第
27
回

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
四
季
〜
日

本
音
楽
の
彩
り
〜
﹂
が
４
月
２

日
︵
日
︶
午
後
４
時
か
ら
、
Ｃ

Ｒ
Ｓ
︵
４
番
街
１
２
３
番
池
２

階
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

　
同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
箏
・
三

味
線
の
音
色
を
四
季
折
々
に

体
感
す
る
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

２
０
１
５
年
秋
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
箏
曲
の
古
典
作
品
か
ら
現

代
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
春
の
琵
琶
湖
を
舞

台
に
清
々
し
い
神
の
物
語
が
展

開
さ
れ
る
﹁
竹
生
島
﹂、
三
絃

独
奏
曲
﹁
常
妙
﹂、
現
代
邦
楽

の
名
曲
﹁
萌
春
﹂︵
ゲ
ス
ト
出

演
：
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
如
楽
・
シ

ュ
レ
フ
ァ
ー
︶
の
３
曲
を
演
奏

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
日

本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
るC

A
T

C
H

 
U

S Perform
ing A

rts

︵
Ｃ

Ｕ
Ｐ
Ａ
︶が
主
催
す
る
ダ
ン
ス
・

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
﹁
ク
パ
ダ
ン
﹂

が
、
25
日
︵
土
︶
午
後
７
時
30

分
か
ら
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
ス

ペ
ー
ス
内
レ
ナ
ー
ド
・
ニ
ー
モ

イ
・
タ
リ
ア
・
シ
ア
タ
ー
︵
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
２
５
３
７
番

地
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

　
長
引
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
ダ

ン
サ
ー
の
活
動
が
制
限
さ
れ
、

発
表
の
場
が
著
し
く
減
少
し
て

い
る
状
況
を
受
け
、
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ａ

が
ダ
ン
サ
ー
へ
の
支
援
活
動
の

一
環
と
し
て
企
画
し
た
イ
ベ
ン

ト
。
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
、
ジ
ャ
ズ
、
バ
レ

エ
、
タ
ッ
プ
な
ど
、
ビ
デ
オ
・

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
通
過
し
た

11
組
の
グ
ル
ー
プ
が
出
演
す

る
。
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ

を
拠
点
に
活
躍
中
のT

O
M

O

＝
写
真
＝
、Stryke Force 

E
n

t.

、Shota Sekigu
ch

、

画
家
の
田
中
紳
次
郎
も
出
演
す

る
。
Ｍ
Ｃ
はK

iara

が
担
当
す

る
。入
場
料
は
20
ド
ル︵
寄
付
︶。

チ
ケ
ッ
ト
と
詳
細
はhttps://

w
w

w
.eventbrite.com

/e/
cupa-presents-cupadan-
tickets-529669926007

　
ク
イ
ー
ン
ズ
区
サ
ニ
ー
サ
イ

ド
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
と
ワ
イ
ン

の
専
門
店
﹁
マ
ッ
ド
・
カ
フ

ェ
﹂
︵M

ad C
afe

：43-10 
Q

ueens B
oulevard

、
電
話

９
１
７
・
８
３
２
・
６
６
８
３
︶

で
濱
村
裕
二
氏
の
個
展
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　
長
崎
県
西
海
市
に
制
作
ス
タ

ジ
オ
を
構
え
る
濱
村
氏
は
、
会

社
員
を
経
て
２
０
１
７
年
に
47

歳
で
美
術
家
デ
ビ
ュ
ー
。
レ
ジ

ン
を
用
い
た
独
特
の
技
法
で
、

海
の
自
然
を
テ
ー
マ
に
精
力
的

に
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
21

年
に
は
第
29
回
国
際
平
和
ア
ー

ト
展
︵
Ｎ
Ｙ
︶
を
皮
切
り
に
、

ド
バ
イ
、
台
湾
、
パ
リ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
作
品
を
展
示
。
最

近
で
は
、
今
年
２
月
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
天
理
文
化
協
会
で
開

か
れ
た
﹁
究
極
の
美
﹂
展
に
出

展
。
米
国
の
有
力
ア
ー
ト
メ
デ

ィ
ア
﹁
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ッ
ト
マ
ガ

ジ
ン
﹂
に
紹
介
さ
れ
、
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。

　
同
展
で
は
、
今
年
制
作
し
た

最
新
作
を
は
じ
め
全
10
点
を
展

示
。
い
ず
れ
も
、
平
面
作
品
な

の
に
ま
る
で
海
中
を
ダ
イ
ビ
ン

グ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
リ
ア

ル
感
で
き
ら
め
く
海
の
美
し
さ

を
訴
え
か
け
る
。
今
ま
で
に
見

た
こ
と
の
な
い
ア
ー
ト
だ
。
一

体
ど
う
や
っ
て
描
い
て
い
る
の

か
？
そ
の
技
法
は
作
家
本
人
が

﹁
口
外
厳
禁
﹂
と
断
言
す
る
秘

中
の
秘
だ
が
、
作
品
の
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
濱
村
氏
が

若
い
頃
か
ら
嗜
ん
で
き
た
ダ
イ

ビ
ン
グ
の
体
験
に
由
来
す
る
と

い
う
。
同
氏
の
作
品
は
美
術
館

や
画
廊
に
は
収
ま
り
き
れ
ず
、

ヘ
ア
サ
ロ
ン
や
宿
泊
施
設
、
水

族
館
の
内
装
に
ま
で
及
ぶ
。
先

月
か
ら
は
、
三
重
県
を
走
る
近

鉄
車
両
内
の
吊
革
が
濱
村
氏
の

﹁
海
﹂
を
ま
と
っ
て
い
る
。

　
会
場
は
近
所
で
も
人
気
の
カ

フ
ェ
バ
ー
。
倉
庫
を
思
わ
せ
る

レ
ン
ガ
壁
の
空
間
で
、
さ
り
げ

な
く
配
置
さ
れ
た
く
つ
ろ
ぎ
の

ビ
ン
テ
ー
ジ
家
具
と
、
濱
村
氏

が
愛
す
る
﹁
海
﹂
が
不
思
議
に

マ
ッ
チ
す
る
。
同
展
企
画
は
Ｎ

Ｙ
在
住
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
佐
藤

恭
子
氏
が
担
当
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
25
日

︵
土
︶
午
後
５
時
か
ら
７
時
。

会
期
は
４
月
末
ま
で
。
カ
フ
ェ

の
営
業
時
間
は
午
前
８
時
〜
午

後
10
時
。
　
　
　︵
中
村
英
雄
︶

濱村裕二NY展
クイーンズのカフェで

　
今
回
は
、
危
険
な
多
価
不
飽

和
脂
肪
酸
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
こ
の
脂
肪
は
、
自
然
界

に
お
い
て
一
番
不
安
定
な
脂
肪

の
タ
イ
プ
で
す
。
簡
単
に
言
え

ば
、
酸
化
し
や
す
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
タ
イ
プ
の
脂
肪

は
、
加
熱
す
る
と
劣
化
し
て
毒

性
に
な
り
ま
す
。

　
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
が
摂
取

す
る
カ
ロ
リ
ー
の
４
％
を
超
え

ま
す
と
、
人
体
が
対
応
可
能
な

酸
化
ス
ト
レ
ス
の
量
を
超
え
て

し
ま
い
、
恒
常
性
の
機
能
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
、
結
果
と
し
て

肥
満
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
、
慢
性
疾
患
、
早
老
症
な
ど
、

様
々
な
現
代
病
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

　﹁D
eep N

utrition

﹂
の
著

者
、
キ
ャ
ス
リ
ン
・
シ
ャ
ナ
ハ

ン
博
士
に
よ
れ
ば
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
ー

ト
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
︵
Ａ

Ｈ
Ａ
︶
の
活
発
な
宣
伝
と
、
盲

目
的
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
意

見
を
受
け
入
れ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア

従
事
者
に
よ
っ
て
、﹁
多
価
不

飽
和
脂
肪
酸
が
健
康
に
良
い
﹂

と
い
う
利
益
相
反
な
見
方
が
拡

散
さ
れ
た
た
め
、
今
で
は
、
ア

メ
リ
カ
人
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
の

30
〜
60
％
を
多
価
不
飽
和
脂
肪

酸
で
摂
取
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
さ
て
、
実
際
、
こ
の
多
価
不

飽
和
脂
肪
酸
は
、
ど
の
よ
う
な

商
品
と
し
て
売
ら
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
て
お
き
ま
す
。

　
ひ
ま
わ
り
油
、べ
に
は
な
油
、

カ
ノ
ー
ラ
オ
イ
ル
、
コ
ー
ン
オ

イ
ル
、水
素
添
加
さ
れ
た
油︵
特

に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
︶、
綿
実

油
、
大
豆
油
、
パ
ー
ム
油
、
グ

レ
ー
プ
シ
ー
ド
オ
イ
ル
、
ラ
イ

ス
ブ
ラ
ン
オ
イ
ル
、
市
販
の
ホ

イ
ッ
プ
・
ク
リ
ー
ム
、
ソ
フ
ト
・

バ
タ
ー
、
ス
プ
レ
ッ
ド
・
バ
タ

ー
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
、
菓
子

パ
ン
、
ペ
イ
ス
ト
リ
ー
、
チ
キ

ン
・
ナ
ゲ
ッ
ト
、
マ
ー
ガ
リ

ン
、
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
、
お
惣

菜
の
揚
げ
物
、
チ
ッ
プ
ス
、
ク

ラ
ッ
カ
ー
、
プ
ロ
テ
イ
ン
・
バ

ー
、
サ
ラ
ダ
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、

グ
ラ
ノ
ー
ラ
、
ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ

ー
ス
ト
・
シ
リ
ア
ル
な
ど
。
あ

の
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
、

ズ
ラ
ッ
と
並
ぶ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
入
っ
た
黄
色
の
液
体
オ
イ
ル

は
、
お
値
段
が
安
い
こ
と
も
あ

っ
て
日
本
で
は
非
常
に
ポ
ピ
ュ

健
康
維
持
に
必
要
な
食
べ
物
は
、

脂
肪
だ
っ
た
！
パ
ー
ト
3

ラ
ー
で
す
。
で
も
、あ
れ
が﹁
危

険
な
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
﹂
の

代
表
的
な
商
品
で
す
。
朝
食
に

こ
の
危
険
な
油
の
含
ま
れ
た
マ

ー
ガ
リ
ン
、
ま
た
は
市
販
の
バ

タ
ー
を
塗
っ
た
ト
ー
ス
ト
、
ラ

ン
チ
に
カ
ノ
ー
ラ
油
や
そ
の
他

の
危
険
な
油
を
使
っ
た
揚
げ
物

ラ
ン
チ
定
食
や
お
弁
当
、
そ
し

て
夕
食
に
市
販
の
サ
ラ
ダ
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
や
ソ
ー
ス
を
召
し
上

が
る
と
い
っ
た
悪
循
環
の
食
生

活
を
続
け
れ
ば
、
間
違
い
な

く
、
早
く
に
老
け
込
む
だ
け
で

な
く
、
先
に
上
げ
た
肥
満
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
、
慢
性
疾

患
、
早
老
症
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
現
代
病
へ
の
道
を
た
ど
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
昨
年
２
月
の
コ

ラ
ム﹁
家
庭
内
不
和
の
原
因
は
、

食
生
活
に
あ
り
﹂
で
も
ご
説
明

し
ま
し
た
が
、﹁
危
険
な
多
価

不
飽
和
脂
肪
酸
﹂
は
、
腸
と
脳

の
幸
福
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
、
徐
々
に
不
幸
感
を
増

幅
し
、
心
の
病
の
原
因
に
も
な

る
の
で
す
。
　︵
次
回
へ
続
く
︶

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

す
る
。

　

入

場

料

は

30

ド

ル
。

予

約

は

氏

名
、

希

望

枚

数

を

明

記

し

Ｅ

メ

ー

ルinfo@
y

o
k

o
reik

an
o

k
im

u
ra.

com

ま

で
、

支

払

い

は

当

日
現
金
に
て
支
払
う
。
要
マ

ス

ク

着

用
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

y
o

k
o

reik
an

o
k

im
u

ra.
com

/calendar/

を
参
照
。

ダ
ン
ス
・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
﹁
ク
パ
ダ
ン
﹂
25
日
開
催

https://IINY_
https://IINY_
https://www.japanfes.com
https://www.macys.com/s/
https://redwoodartgroup.com/
https://resobox.com/
https://www.nowhere-nyc.com/
http://www.mirviss.com
https://www.nybg.org/
https://publictheater.org/
https://www.carnegiehall.org/
http://thecitg.org/
https://www.thehuntinggun.org/
https://www.halldeslumieres.com/omcomorgor
https://www.yokoreikanokimura.com/calendar/
https://www.eventbrite.com/e/cupa-presents-cupadan-tickets-529669926007
mailto:info@yokoreikanokimura.com
NaturalHealingArtists.com
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
市
︶
小
学
部
の
卒
業
式
が
3

月
10
日
に
行
な
わ
れ
た
。

　

過

去

２

年

間

は
、

C
O

V
ID

-19

の
影
響
で
在
校

生
が
会
場
に
て
式
に
参
加
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

年
は
﹁
本
来
の
形
﹂
が
戻
り
、

た
く
さ
ん
の
人
が
６
年
生
の
お

祝
い
に
集
ま
っ
た
。
会
場
に
は

在
校
生
が
描
い
た
卒
業
生
の
似

顔
絵
が
壁
い
っ
ぱ
い
に
飾
ら

れ
、
会
場
に
は
温
か
さ
が
あ
ふ

れ
て
い
た
。

　
卒
業
に
際
し
、
岡
本
徹
学
園

長
か
ら
は﹁
こ
の
学
園
で
学
び
、

体
験
し
た
こ
と
を
生
か
し
人
間

と
し
て
大
き
く
成
長
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。﹂
と
の
言
葉
が
贈

ら
れ
た
。

　
式
の
途
中
、
感
極
ま
っ
て
泣

き
出
し
て
し
ま
う
在
校
生
が
た

く
さ
ん
お
り
、
卒
業
生
に
対
す

る
想
い
の
深
さ
が
う
か
が
え

た
。
ま
た
、
そ
れ
を
受
け
止
め

る
卒
業
生
と
保
護
者
、
そ
し
て

教
職
員
の
目
に
も
涙
が
光
っ
て

い
た
。

　
式
の
最
後
は
卒
業
生
に
よ

る
﹁
旅
立
ち
の
言
葉
﹂。
学
園

生
活
で
の
様
々
な
思
い
出
や
保

護
者
、
教
職
員
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
力
強
く
述
べ
、﹁
支
え

て
く
れ
る
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
誰
か
の
支
え
に
な
れ
る
立

派
な
人
間
に
な
り
ま
す
。﹂
の

言
葉
と
共
に
８
名
の
卒
業
生
が

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
旅
立
っ

た
。

ま
た
３
月
18
日
︵
土
︶、
19
日

︵
日
︶
に
は
育
英
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ポ
ー
ト
ワ
シ

ン
ト
ン
各
校
や
育
英
サ
ン
デ
ー

ス
ク
ー
ル
の
卒
園
・
卒
業
式
が

行
な
わ
れ
た
。

ＮＹ補習授業校ＬＩ校高２卒業生 ＮＹ補習授業校Ｗ校高２卒業生

涙涙の小学部卒業式
ニューヨーク育英学園

全日制小学部

　
Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
︵
川
﨑
淳

一
郎
校
長
︶
は
12
日
、
穏
や
か

な
晴
天
の
中
、
４
年
ぶ
り
に
Ｌ

Ｉ
校
・
Ｗ
校
合
同
の
第
24
回
卒

業
証
書
授
与
式
を
執
り
行
っ

た
。
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館

首
席
領
事
を
始
め
多
く
の
来
賓

の
臨
席
の
も
と
、
米
・
日
両
国

の
国
歌
が
斉
唱
さ
れ
、
厳
か
に

式
が
進
行
し
た
。
卒
業
証
書
授

与
で
は
ピ
ア
ノ
演
奏
の
中
、
担

任
が
卒
業
生
一
人
一
人
の
氏
名

を
呼
び
、
両
校
の
初
等
部
、
中

等
部
、
高
等
部
を
合
わ
せ
た

１
０
８
人
の
卒
業
生
は
や
や
緊

張
し
た
面
持
ち
で
順
に
舞
台
に

上
が
り
、
川
﨑
校
長
か
ら
卒
業

証
書
を
受
け
取
っ
た
。

　
卒
業
生
送
辞
・
答
辞
で
は
両

校
の
生
徒
代
表
７
人
が
、
補
習

校
生
活
で
培
わ
れ
た
級
友
と
の

絆
や
先
生
方
へ
の
感
謝
、
現
地

校
と
の
両
立
で
葛
藤
す
る
な
か

で
日
本
を
知
る
こ
と
で
世
界
の

視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た

経
験
な
ど
を
述
べ
た
。
ま
た
、

補
習
校
に
通
う
こ
と
で
日
本
の

創
意
工
夫
や
気
遣
い
の
文
化
、

補
習
校
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

き
た
体
験
と
感
謝
の
気
持
ち
を

述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
未
来
へ
向

け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す

決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。

　
今
年
度
は
男
女
と
も
に
袴
姿

の
卒
業
生
が
多
く
見
ら
れ
、
会

場
は
色
と
り
ど
り
の
袴
で
華

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

堂
々
と
式
に
臨
む
卒
業
生
の
姿

は
、
こ
れ
か
ら
世
界
を
舞
台
に

し
て
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
さ
せ
る
も
の

だ
っ
た
。
送
辞
・
答
辞
の
７
人

は
、
Ｌ
Ｉ
校
高
等
部
１
年
・
政

岡
里
奈
さ
ん
、
初
等
部
６
年
・

川
上
聖
苗
さ
ん
、中
等
部
３
年
・

高
橋
勇
登
さ
ん
、高
等
部
２
年
・

佐
伯
穂
ノ
子
さ
ん
、
Ｗ
校
初
等

部
６
年
・
新
木
力
一
斗
さ
ん
、

中
等
部
３
年
・
新
木
太
一
修
さ

ん
、
高
等
部
２
年
・
大
西
琳
太

朗
さ
ん
。

第
24
回
卒
業
証
書
授
与
式

中
等
部
合
わ
せ
１
０
８
人

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
は
、

10
日
に
令
和
４
年
度
修
了
式
を

行
っ
た
。
各
学
年
の
代
表
が
櫻

井
校
長
か
ら
修
了
証
書
を
受
け

取
っ
た
。
櫻
井
校
長
は
、
昨
日

の
卒
業
生
の
立
派
な
姿
か
ら
感

じ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
日

常
の
中
で
生
か
す
こ
と
の
大
切

さ
に
加
え
て
、
こ
の
１
年
間
の

行
事
を
振
り
返
り
な
が
ら
子
供

た
ち
の
成
長
を
伝
え
、
こ
の
成

長
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
生
か

し
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
帰
国
す
る
5
人
の

教
員
の
離
任
式
を
行
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
最
後
に
児
童
生
徒
に

伝
え
た
い
こ
と
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。
児
童
生
徒
か
ら
感

謝
の
手
紙
と
花
束
を
渡
さ
れ
る

と
、
Ｎ
Ｊ
校
で
の
出
来
事
を
思

い
出
し
て
感
極
ま
っ
て
い
た
。

NJ 日本人学校

先生帰国
お世話になりました

NY 補習授業校 LI 校と W 校合同で

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

https://satoricollegeplanning.com/
https://starchildny.com/
http://www.jwsnj.org/
http://www.gwjs.org
mailto:kazenowabg@gmail.com
http://www.betteratmath.com
http://www.newjersryjapaneseschool.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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Ｚ
会
・
栄
光
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
は
、
４
月
１
日
︵
土
︶

に
受
験
対
策
説
明
会
を
実
施
す

る
。
説
明
会
で
は
、
帰
国
入
試

の
概
要
や
受
験
に
向
け
た
準
備

な
ど
を
紹
介
す
る
。
講
師
は
日

米
で
長
年
の
指
導
経
験
を
も
つ

塾
講
師
で
あ
り
、
帰
国
生
２
児

の
親
で
も
あ
る
鈴
木
智
之
氏
。

今
年
の
帰
国
入
試
で
合
格
し
た

児
童
や
生
徒
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

内
容
も
公
開
予
定
。
す
で
に
受

験
準
備
を
進
め
て
い
る
家
庭
に

も
、
受
験
す
る
か
ま
だ
決
め
か

ね
て
い
る
、
少
し
興
味
が
あ
る

と
い
う
家
庭
に
も
有
益
な
情
報

を
提
供
す
る
。
時
間
は
、
中
学

受
験
の
部
が
午
前
10
時
か
ら
、

高
校
受
験
が
10
時
55
分
か
ら
、

大
学
受
験
が
11
時
50
分
か
ら
。

会
場
は
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

駅
か
ら
徒
歩
３
分
の
Ｚ
会
・
栄

光
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
校
舎

︵
レ
キ
シ
ン
ト
ン
街
３
７
０
番

地
１
８
０
４
号
︶
で
対
面
参
加

が
可
能
。
ま
た
遠
方
在
住
者
は

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
選
択
で
き

る
。
参
加
費
無
料
、
要
事
前
申

し
込
み
。
申
し
込
み
・
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://ze-

edu.com
/

を
参
照
す
る
。

帰
国
受
験
対
策
の
説
明
会

Ｚ
会
・
栄
光
ラ
ー
ニ
ン
グ
４
月
1
日
に

　
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
︵
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
園
児
児
童
生

徒
数
１
３
８
人
︶
は
11
日
、
中

学
部
合
同
で
﹁
３
年
生
を
送
る

会
﹂
を
行
っ
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
校
最
高
学
年
の
中
学
３
年
生

の
卒
業
を
祝
い
、
最
後
の
思
い

出
を
作
ろ
う
と
生
徒
会
が
主
催

し
た
。
今
年
度
は
11
人
の
生
徒

が
卒
業
す
る
。
１
年
生
は
ビ
ン

ゴ
、
２
年
生
は
椅
子
取
り
ゲ
ー

ム
、
３
年
生
は
フ
ル
ー
ツ
バ
ス

ケ
ッ
ト
な
ど
各
学
年
で
出
し
物

を
考
え
、
３
年
生
と
の
交
流
を

楽
し
ん
だ
。
司
会
や
贈
る
言
葉

も
日
本
語
で
進
行
し
、
中
学
部

２
年
生
が
﹁
こ
れ
か
ら
は
、
私

達
が
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
を
引
っ
張
っ

て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
﹂

と
送
る
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

日
本
語
で
行
事
を
企
画
・
運
営

し
、
３
年
生
の
卒
業
を
祝
い
、

他
学
年
と
の
交
流
を
深
め
た
。

　
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
の
補
習
校
部

門
は
日
本
語
で
学
び
、
日
本
語

を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
サ
タ
デ

ー
ス
ク
ー
ル
︵
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

校
、
Ｎ
Ｊ
校
、
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン

ト
ン
校
︶
を
は
じ
め
、
サ
ン
デ

ー
ス
ク
ー
ル
︵
Ｎ
Ｊ
校
︶
、
フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
ウ
ィ
ー
ク

エ
ン
ド
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

︵
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
、
Ｎ

Ｊ
校
、
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
︶

な
ど
で
展
開
し
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルSatM

.
N

yikuei@
gm

ail.com

︵

マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
事
務
局
︶
ま
で
。

育英サタデースクール

中学部３年生を送る会

卒
業
生
を
送
る
会

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校
で

　
Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶
は
11
日
、

幼
初
等
部
に
よ
る
﹁
卒
業
生
を

送
る
会
﹂
と
中
高
等
部
に
よ
る

﹁
卒
業
を
祝
う
会
﹂
を
実
施
し

た
。
午
前
中
に
行
わ
れ
た
﹁
卒

業
生
を
送
る
会
﹂
で
は
、
最
初

に
川
﨑
校
長
か
ら
幼
児
部
年
長

組
の
一
人
一
人
に
修
了
証
書
が

手
渡
さ
れ
、
続
い
て
初
等
部
６

年
生
の
生
徒
全
員
の
名
前
が
担

任
の
先
生
か
ら
呼
び
上
げ
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
卒
業
生
に
よ
る

学
芸
発
表
と
し
て
、
幼
児
部
年

長
組
が
﹁
思
い
出
の
ア
ル
バ

ム
﹂﹁
１
年
生
に
な
っ
た
ら
﹂

を
元
気
に
歌
い
、
初
等
部
６
年

生
が
﹁
つ
ば
め
﹂
を
力
強
く
合

唱
し
た
。
最
後
に
卒
業
生
を
代

表
し
て
６
年
生
の
川
上
聖
苗
さ

ん
が
﹁
補
習
校
生
活
の
中
で
私

が
見
つ
け
た
一
番
大
切
な
も
の

は
、
例
え
週
に
１
回
し
か
会
え

な
く
て
も
、
日
本
語
や
日
本
文

化
を
共
有
し
、
い
つ
ま
で
も
一

緒
に
い
た
い
と
思
え
る
仲
間
で

す
。
そ
ん
な
信
頼
で
き
る
仲
間

と
出
会
え
て
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
﹂
と
述
べ
た
。

　
午
後
に
行
わ
れ
た
中
高
等
部

に
よ
る
﹁
卒
業
を
祝
う
会
﹂
で

は
、
卒
業
す
る
先
輩
達
へ
向
け

て
後
輩
達
か
ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
寸
劇
、
ダ
ン
ス
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ビ
デ
オ
ド
ラ
マ
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
終

始
笑
い
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
卒

業
生
で
あ
る
高
２
の
生
徒
達
は

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
交
え

た
﹁
速
報
高
２
ニ
ュ
ー
ス
﹂
を

発
表
し
、
こ
れ
ま
で
の
補
習
校

生
活
を
コ
ミ
カ
ル
に
振
り
返
っ

た
。
続
い
て
、
恒
例
と
な
っ
た

﹁
漢
字
一
字
贈
呈
﹂
で
は
、
高

１
の
生
徒
か
ら
高
２
の
生
徒
一

人
一
人
に
宛
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
と
な
り
を
表
す
に
ふ
さ
わ

し
い
漢
字
一
字﹁
爽
﹂﹁
誠
﹂﹁
翼
﹂

﹁
暖
﹂
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。
最

後
に
川
﨑
校
長
は
﹁
Ｌ
Ｉ
校
の

仲
間
た
ち
は
、
卒
業
後
に
た
と

え
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
と
し
て

も
ま
た
い
つ
か
戻
っ
て
来
て
、

互
い
に
得
意
な
分
野
を
生
か

し
、
力
に
な
っ
て
助
け
合
う
、

そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作

っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
﹂
と
述

べ
た
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
は
、

２
月
23
日
に
﹁
６
年
生
を
送
る

会
﹂
を
行
っ
た
。
こ
の
日
に
向

け
て
、
５
年
生
が
実
行
委
員
と

な
り
在
校
生
と
一
緒
に
心
を
込

め
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。１
、

２
年
生
は
似
顔
絵
と
歌
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
３
年
生
は
６
年
生
自

己
紹
介
ク
イ
ズ
、
４
年
生
は
ダ

ン
ス
、
５
年
生
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
６
年
生
に
届
け
た
。

在
校
生
の
想
い
を
受
け
て
、
６

年
生
は
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
、

会
場
全
体
が
あ
た
た
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
。

６年生を送る会
NJ日本人学校で

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
で
は
、

２
月
27
日
に
三
遊
亭
絵
馬
さ
ん

特
別
講
演
が
開
か
れ
た
。
寄
席

の
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を
鑑
賞

し
た
経
験
か
ら
、
紙
切
の
世
界

へ
と
飛
び
込
み
、
修
行
を
重
ね

て
演
芸
家
に
な
っ
た
経
験
や
、

世
界
の
舞
台
で
紙
切
を
披
露
し

て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
交
え
な
が
ら
楽

し
く
語
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
い

な
が
ら
も
日
本
の
伝
統
文
化
を

感
じ
ら
れ
る
時
間
と
な
っ
た
。

三
遊
亭
絵
馬
さ
ん

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://ze-edu.com/
https://ze-edu.com/
https://ze-edu.com/
mailto:Nyikuei@gmail.com%EF%B8%B5
mailto:Nyikuei@gmail.com%EF%B8%B5
mailto:Nyikuei@gmail.com%EF%B8%B5
mailto:Nyikuei@gmail.com%EF%B8%B5
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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新俳句グランプリ 2023

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

期間
北 米 伊 藤 園 新 俳 句 グランプリ2 0 2 2 は 、米 国 東 部 時 間 2 0 2 3 年 1月1日1 2 : 0 0 A M
から2023年10月31日11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2024年1月分扱いとします。

応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2023年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2024年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。

北米伊藤園新俳句グランプリ2023　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

風
凍
つ
る
枝
に
鳥
の
巣
し
ん
と
揺
れ

前
田
須
美
子

Ｎ
Ｊ
州

オ
カ
リ
ナ
を
吹
い
て
豊
か
な
春
日
か
な

島
崎
志
津
香

Ｎ
Ｊ
州

鞦ふ
ら
こ
こ韆
や
乳
歯
の
揃
う
吾
子
二
歳
　
斉
藤
照
枝

Ｎ
Ｙ
州

　譲
る
席
二
月
の
親
切
あ
り
が
た
し

川
越
範
子

Ｐ
Ａ
州

寒
風
の
宗
谷
よ
り
視
る
失
せ
し
領と

ち土
　

大
沼
信
夫

Ｎ
Ｙ
州

助
手
席
の
白
木
の
箱
や
浅
き
春
　
森
柾
光
央

Ｎ
Ｙ
州

脳
ト
レ
に
学
ぶ
お
経
の
彼
岸
講
　
角
谷
妙
子

Ｎ
Ｙ
州

秋
霜
で

ゆ
る
り
と
の
ぼ
る

白
い
ゆ
げ
　

南
里
サ
フ
ィ
ア

Ｎ
Ｙ
州

︵
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
３
　
９
歳
︶

お
お
ゆ
き
だ

お
お
い
そ
が
し
で

か
い
も
の
に

河
西
け
い
と

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３

９
歳
︶

雪
け
し
き

だ
れ
か
の
足
あ
と

ど
こ
い
く
の

佐
藤
瑞
花

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３

９
歳
︶

大
の
字
で

た
お
れ
て
ス
タ
ン
プ

雪
の
上

富
松
健
太
郎

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３

９
歳
︶

雪
山
を

ス
リ
ル
ま
ん
点

す
べ
り
下
り

佐
藤
未
旺

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
︶

　
　
　
　

お
み
く
じ
の

神
様
ご
機
嫌

斜
め
か
な
　
　

岩
井
陽
央
奈

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６
　
12
歳
︶

ブ
ラ
ン
コ
で

さ
わ
れ
そ
う
だ
よ

青
空
が
　

宇
佐
美
杏
里
彩

Ｐ
Ａ
州

︵
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ
小
３
　
10
歳
︶

snapdragon
out of its jaw
crawls a bee

─Garry Gay, CA

Sabbath morning
moving snow
from one place
to another

─Julie Schwerin, WI

winter
one gray replaces 
another
─Roberta Beach Jacobson, IA

swaying to
the lilt of nightingales
moon dance

─Eavonka Ettinger, CA

going gray
a scurry of squirrels
accept me as one of their own

─Rick Jackofsky, NY

lost tennis ball
the puppy barks
at the sun
─Edward Cody Huddleston, GA 

gravel gray sky another misstep
─C.F. Tash, DC

「2月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2023」の2月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳未

満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂いたこ

とに深く御礼申し上げます。

　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き3月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

3 3/1/23 3/31/23 11:59:59pm 3/31/23

4 4/1/23 4/30/23 11:59:59pm 4/30/23

5 5/1/23 5/31/23 11:59:59pm 5/51/23

6 6/1/23 6/30/23 11:59:59pm 6/30/23

7 7/1/23 7/31/23 11:59:59pm 7/31/23

8 8/1/23 8/31/23 11:59:59pm 8/31/23

9 9/1/23 9/30/23 11:59:59pm 9/30/23

10 10/1/23 10/31/23 11:59:59pm 10/31/23

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

3 3/1/23 4/5/23 4/11/23 7 7 7

5 5/1/23 5/5/23 5/11/23 7 7 7

6 6/1/23 6/5/23 6/11/23 7 7 7

7 7/1/23 7/5/23 7/11/23 7 7 7

8 8/1/23 8/5/23 8/11/23 7 7 7

9 9/1/23 9/5/23 9/11/23 7 7 7

10 10/1/23 10/5/23 10/11/23 7 7 7

【訂正とお詫び】

１月セミファイナリストの宮下眞妃さんの所属校の記載に間違いがありました。正しくは

サンアントニオ日本語補習校です。関係者の皆様にお詫びいたします。

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


　
入
学
し
て
か
ら
、
も
う
す

ぐ
一
年
に
な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｊ

校
は
ぎ
ょ
う
じ
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｊ
校
の

ぎ
ょ
う
じ
の
中
で
一
ば
ん
心

に
の
こ
っ
て
い
る
の
は
、
メ

イ
プ
ル
さ
い
で
す
。
さ
い
し

ょ
は
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
が
見
に
来
る
の
で
と
て
も

ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
た
く
さ
ん
れ
ん
し
ゅ
う

し
た
の
で
ス
テ
ー
ジ
の
上
に

あ
が
っ
た
と
き
は
、
じ
ぶ
ん

は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
、
が
ん

ば
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
ど
き
ど
き
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
﹁
む
か
し

あ
そ
び
﹂
の
は
っ
ぴ
ょ
う
を

し
ま
し
た
。
一
ば
ん
が
ん
ば

っ
た
な
と
思
っ
た
と
こ
ろ
は
、

お
手
玉
で
す
。
お
手
玉
は
、

や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
か
の
け
ん
玉
や
竹
馬
は
と

て
も
む
ず
か
し
そ
う
だ
っ
た

の
で
お
手
玉
し
か
な
い
や
と

思
い
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、

手
で
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
じ

ぶ
ん
の
手
の
上
に
な
げ
る
よ

う
に
す
る
と
キ
ャ
ッ
チ
し
や

す
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
お
家
に
も
ち
か
え
っ

て
た
く
さ
ん
れ
ん
し
ゅ
う
を

し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
手

の
上
に
の
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
ば
ん
に
な
っ
て
目
の
前

に
お
き
ゃ
く
さ
ん
が
た
く
さ

ん
す
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
心

が
ど
き
ど
き
し
て
き
て
力
が

入
ら
な
く
な
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。
で
も
、
こ
れ
で
さ
い

ご
だ
と
思
っ
た
ら
力
が
わ
い

て
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
の

に
っ
こ
り
え
が
お
が
見
え
ま

し
た
。
わ
た
し
も
そ
れ
を
見

て
に
っ
こ
り
し
ま
し
た
。
け
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ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
た
く
さ

ん
色
が
あ
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン

も
か
わ
い
い
で
す
。
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
や
カ
バ
ー
を
付
け
て
、

自
分
ら
し
く
か
ざ
り
付
け
も

で
き
ま
す
。
そ
ん
な
ラ
ン
ド

セ
ル
に
、
私
は
ず
っ
と
あ
こ

が
れ
て
い
ま
し
た
。
私
の
姉

た
ち
は
、
毎
年
夏
に
日
本
に

行
く
と
ラ
ン
ド
セ
ル
を
し
ょ

っ
て
小
学
校
に
通
い
ま
す
。

小
さ
か
っ
た
私
も
、
﹁
い
つ
か

ラ
ン
ド
セ
ル
を
し
ょ
い
た
い

な
。
﹂
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
や
っ
と
一
年
生
に
な
っ
て
、

学
校
に
行
け
る
と
思
っ
た
ら
、

コ
ロ
ナ
が
広
が
っ
て
し
ま
い

行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、

今
三
年
生
で
す
。
今
年
は
、

待
ち
に
待
っ
た
日
本
の
小
学

校
に
行
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
や
っ
と
使
え
る
ラ
ン

ド
セ
ル
を
だ
き
し
め
て
、
ワ

ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
不
安
な
事
も

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
私

は
、
み
ん
な
に
日
本
語
が
ま

ち
が
っ
て
い
て
わ
ら
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
し
、
新
し
い

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
何
を
話
せ

ば
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
友
だ
ち
出
来
る
か
心

配
で
し
た
。

　
学
校
へ
行
っ
て
み
る
と
、

ク
ラ
ス
の
子
た
ち
は
色
々
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
す
ご
く
う
れ
し
く
て
、

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
同
じ
ク

ラ
ス
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
向

か
い
の
家
に
住
ん
で
い
る
子

が
い
ま
し
た
。
家
に
帰
る
と
、

す
ぐ
ま
ど
を
開
け
て
お
話
を

し
ま
し
た
。
よ
く
日
は
、
こ

ん
だ
ん
会
の
た
め
学
校
が
半

日
で
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
学

校
に
通
う
班
の
友
だ
ち
が
遊

び
に
さ
そ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
す
ぐ
に
さ
そ
っ
て
も

ら
え
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
す
ご
く
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
で
も
、
何
時
に

ど
こ
で
会
う
の
か
聞
い
て
も
、

﹁
宿
題
が
終
わ
っ
て
か
ら
あ
そ

こ
の
寺
で
。﹂
と
し
か
教
え
て

く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。﹁
あ
そ
こ
の
寺

っ
て
ど
こ
だ
ろ
う
。﹂
と
考
え

な
が
ら
近
所
を
歩
き
回
っ
て

い
た
ら
、
な
ん
と
か
友
だ
ち

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
日
本
に
い
る
間
に
、

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
友
だ
ち

言
葉
を
少
し
ず
つ
学
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
学
校
生
活
は
、
は
じ
め
て

の
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
き
ゅ
う
食

で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で

は
、
毎
日
お
べ
ん
と
う
を
持

っ
て
行
き
ま
す
。
で
も
、
日

本
で
は
き
ゅ
う
食
の
お
ば
さ

ん
た
ち
が
お
い
し
い
ご
は
ん

を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
み
ん

な
の
大
好
物
が
出
た
日
は
ジ

ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
勝
っ
た
人

が
お
か
わ
り
を
も
ら
え
ま
す
。

私
は
、
一
度
も
勝
て
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
き
ゅ
う
食
の
後
は
、
そ
う

じ
の
時
間
で
す
。
私
は
、
毎

日
ぞ
う
き
ん
が
け
を
し
ま
し

た
。
ゆ
か
を
ふ
く
と
、
ぞ
う

き
ん
が
す
ぅ
ー
っ
と
進
ん
で

行
く
の
が
気
持
ち
よ
か
っ
た

で
す
。
そ
の
後
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
家
も
ぞ
う
き
ん
が
け
を

し
て
、
ピ
カ
ピ
カ
に
し
て
あ

げ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
学

校
で
は
、
そ
う
じ
の
時
間
が

な
い
の
で
自
分
の
家
に
も
ど

っ
た
ら
、
ぞ
う
き
ん
が
け
を

た
く
さ
ん
し
た
い
で
す
。

　
毎
日
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち

に
か
こ
ま
れ
て
、
私
は
い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
終
業
式
の
日
は
少
し

さ
み
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

ラ
ン
ド
セ
ル
に
た
く
さ
ん
思

い
出
を
つ
め
て
家
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
私
の
ラ
ン
ド
セ

ル
、
来
年
も
待
っ
て
て
ね
。

　
　
　
　
　  

　︵
滞
米
８
年
︶　

　

　
14
歳
の
誕
生
日
に
私
は
初

め
て
ス
マ
ホ
を
買
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
が
あ
れ

ば
、
で
か
け
先
で
も
直
ぐ
に

親
と
連
絡
が
取
れ
た
り
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す

ぐ
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
に
、
ス
マ
ホ
に
は
S
N
S

な
ど
の
面
白
い
機
能
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
便

利
す
ぎ
る
が
故
に
、
ス
マ
ホ

に
沢
山
の
時
間
を
費
や
し
て

し
ま
い
、
本
来
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
疎
か
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
色
々
な
と
こ
ろ
で

ス
マ
ホ
依
存
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、

ス
マ
ホ
依
存
に
つ
い
て
調
べ

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
ス
マ
ホ
依
存
と
は
、
東

邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
﹁
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
用
を
続
け
る
こ
と
で
昼

夜
逆
転
す
る
、
成
績
が
著
し

く
下
が
る
な
ど
様
々
な
問
題

が
起
き
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
使
用
が
や
め
ら
れ
ず
、
使

用
で
き
な
い
状
況
が
続
く
と

イ
ラ
イ
ラ
し
落
ち
着
か
な
く

な
る
な
ど
精
神
的
に
依
存
し

て
し
ま
う
状
態
﹂
の
こ
と
で
、

依
存
状
態
が
続
く
と
深
刻
な

引
き
こ
も
り
に
至
る
こ
と
も

あ
り
、
速
や
か
な
治
療
が
必

要
な
現
代
病
の
一
つ
だ
そ
う

で
す
。
関
係
医
療
機
関
も
日

本
全
国
で
年
々
増
加
し
て
お

り
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
自
分
自
身
の
生

活
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み

ま
し
た
。
ま
ず
私
に
と
っ
て
、

本
当
に
ス
マ
ホ
が
必
要
な
の

は
ど
ん
な
時
か
考
え
て
み
る

と
、
親
と
連
絡
を
取
り
合
う

時
、
学
校
の
勉
強
に
つ
い
て

確
か
め
る
時
、
友
達
と
連
絡

を
取
り
合
う
時
、
目
覚
ま
し

機
能
を
使
う
時
、
こ
の
程
度

で
、
ざ
っ
と
計
算
し
て
約
３

時
間
あ
れ
ば
十
分
で
す
。
し

か
し
、
私
の
平
均
ス
ク
リ
ー

ン
タ
イ
ム
は
倍
以
上
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
原
因
は
、
私
が

大
好
き
な
Y
O
U
T
U
B
E

の
視
聴
時
間
で
し
た
。

　
私
は
、
生
活
の
合
間
で
ふ

と
音
楽
を
聴
い
た
り
動
画
を

見
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
積

み
重
ね
が
倍
の
ス
ク
リ
ー
ン

タ
イ
ム
を
産
ん
で
い
た
よ
う

で
す
。
自
分
に
自
覚
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
作

文
を
書
こ
う
と
日
頃
の
自
分

を
思
い
出
し
た
と
き
、
印
象

に
残
っ
て
い
る
場
面
の
全
て

に
Y
O
U
T
U
B
E
で
の
視

聴
内
容
が
絡
ん
で
い
る
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
そ
し

て
勉
強
を
し
て
い
る
間
も
、

何
か
と
ス
マ
ホ
が
気
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

常
に
集
中
力
を
欠
い
た
状
態

な
の
に
、
そ
れ
で
も
昼
夜
問

わ
ず
ス
マ
ホ
の
必
要
以
外
の

使
用
が
や
め
ら
れ
な
い
状
態
、

つ
ま
り
依
存
し
て
い
ま
す
。

私
は
ス
マ
ホ
依
存
だ
っ
た
の

で
す
。

　
ス
マ
ホ
依
存
は
こ
の
よ
う

な
何
気
な
い
日
々
の
積
み
重

ね
の
結
果
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。
今
ま
で
は
、
ス
マ
ホ
依

存
は
自
分
と
は
あ
ま
り
関
係

な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ス
マ
ホ
依
存
は
思

っ
た
よ
り
も
私
達
の
身
近
に

あ
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
も
う
一
度
ス
マ
ホ
と
自

身
の
関
係
性
を
見
つ
め
直
し

て
み
て
下
さ
い
。︵
滞
米
５
年
︶

 ﹁ 

ス
マ
ホ
の
中
毒
性
と

そ
の
向
き
合
い
方
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
上
　
侑
希

　﹁
失
敗
は
成
功
の
も
と
。﹂

　
こ
れ
は
、
私
に
と
て
も
大

切
な
言
葉
で
す
。
失
敗
は
さ

け
る
も
の
で
は
な
く
、
失
敗

し
て
も
反
省
し
て
良
く
し
て

い
く
こ
と
で
成
功
と
つ
な
が

る
と
言
う
意
味
で
す
。
三
年

生
の
時
、
現
地
校
で
発
明
家

の
こ
と
を
学
ん
で
い
て
、
成

功
し
た
人
達
は
失
敗
を
こ
わ

が
ら
な
い
で
あ
き
ら
め
ず
進

ん
で
行
く
人
達
だ
と
気
付
き

ま
し
た
。
私
が
こ
の
授
業
の

テ
ー
マ
、﹁
失
敗
は
成
功
の
も

と
﹂
に
出
会
っ
た
の
は
そ
の

日
で
し
た
。

　
私
は
、
現
地
校
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を

吹
い
て
い
ま
す
。
毎
日
学
校

に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
持
っ
て

行
き
ま
す
が
、
一
度
、
忘
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
も
、
そ
の
日
は
ミ

ニ
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
の
に
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
失

敗
の
後
、
私
は
と
て
も
反
省

し
て
、
毎
朝
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
リ
マ

イ
ン
ド
す
る
ア
ラ
ー
ム
を
設

定
し
ま
し
た
。
必
ず
自
分
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

二
度
と
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
慎
重
に
物
事
を
考
え

る
人
で
、
失
敗
が
こ
わ
く
て

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の

が
苦
手
で
す
。
何
か
選
択
肢

が
あ
る
と
、
ゆ
っ
く
り
考
え

て
か
ら
し
か
行
動
し
ま
せ
ん
。

﹁
失
敗
は
成
功
の
も
と
﹂
の
意

味
を
理
解
す
る
前
、
失
敗
は

い
い
事
だ
と
少
し
も
考
え
て

な
く
、
で
き
る
だ
け
さ
け
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
こ
の

言
葉
を
知
っ
て
、
失
敗
は
完

全
に
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と

気
付
き
ま
し
た
。
ま
だ
失
敗

を
こ
わ
が
る
時
は
あ
り
ま
す

が
、﹁
失
敗
は
成
功
の
も
と
﹂

だ
と
思
い
出
し
て
、
挑
戦
し

が
ん
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、﹁
失
敗
し
た

ら
ど
う
し
よ
う
。﹂
と
困
っ
て

い
る
時
が
あ
る
と
、
こ
の
言

葉
を
思
い
出
し
、
今
ま
で
し

て
い
き
た
失
敗
、
そ
の
失
敗

が
成
功
の
も
と
に
な
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
勇
気
を
持

っ
て
進
ん
で
行
き
た
い
で
す
。

何
回
も
失
敗
し
て
何
回
も
成

功
し
ま
す
。

　
　
　
　  

　︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ﹁
思
い
出
た
く
さ
ん
ラ
ン
ド
セ
ル
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
テ
ル
杉
浦
　
有
愛

 「失敗しても」
　　　　　　　シンシナティ日本語補習校小６

　　　　　　　　　　　　　　　　浅井　風帆

 ﹁
え
が
お
で
見
て
も
ら
え
た

お
手
玉
は
っ
ぴ
ょ
う
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
小
春

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

っ
か
は
大
せ
い
こ
う
で
し
た
。

心
が
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
来

年
も
お
お
ぜ
い
の
人
に
え
が
お

で
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
　  

　︵
滞
米
６
年
１
か
月
︶
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ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ラ
ー
チ
モ
ン
ト
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
ニ
ュ
ー
ヘ

ブ
ン
・
ラ
イ
ン
で
約
40
分
。
写
真
は
、
駅
か
ら
徒
歩
10
分
程
度
の

住
宅
街
に
あ
るR

aised R
anch Style

の
戸
建
て
で
、
と
て
も

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
賃
貸
の
家
。
駅
か
ら
は
瀟
洒
な
商
店
街
を
抜

け
、
公
園
を
抜
け
る
と
す
ぐ
こ
の
家
が
あ
る
。

　
ラ
ー
チ
モ
ン
ト
の
名
前
は "Larch" 

カ
ラ
マ
ツ
か
ら
来
て
お

り
、A

rbor D
ay Foundation 

か
ら
はT

ree C
ity U

SA

と
し
て
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
中
で
は
最
も
長
く
登
録
さ
れ
て

い
る
緑
あ
ふ
れ
る
町
で
、 

タ
ウ
ン
オ
ブ
マ
マ
ロ
ネ
ッ
ク
に
属
し
て

い
る 

。

　
海
岸
沿
い
に
あ

る

2

か

所

の

公

園

(F
lin

t P
ark, 

M
anor Park)

に

は
自
然
遊
歩
道
や

ビ
ー
チ
が
あ
り
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
海
岸
の
絶
景
を

満
喫
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
お
洒
落

な
レ
ス
ト
ラ
ン
は

も
と
よ
り
、
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ス

ト
ア
ー
、
ブ
テ
ィ

ッ
ク
な
ど
が
軒
を

連
ね
る
チ
ャ
ー
ミ

ン
グ
な
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
も
ラ
ー
チ
モ
ン
ト
が
人
気
が
あ
る
理
由

だ
。
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
の
天
井
も
圧
巻
の
高
さ
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
物
件
。
裏
庭
も
広
く
、
デ
ッ
キ
と
バ
ル
コ
ニ
ー
、
加
え
て
パ

テ
ィ
オ
が
あ
り
戸
建
て
住
宅
の
良
さ
が
存
分
に
味
わ
え
る
。

　
室
内
の
広
さ
は
２
９
１
２
平
方
フ
ィ
ー
ト
。
４
寝
室
。

１
９
６
２
年
築
。
全
館
冷
暖
房
︵
ガ
ス
暖
房
︶。
学
校
区
は
チ
ャ

ッ
ト
ワ
ー
ス
街
小
学
校
。
４
月
５
日
以
降
の
入
居
が
可
能
。
家
賃

は
８
０
０
０
ド
ル
。

　
問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ル
　info@

shoenrealty.com

　
古
旗
︵
こ
ば
た
︶
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
　
荘
園
不
動
産
︶

第
一
希
望
は
ラ
ー
チ
モ
ン
ト
の
戸
建
て
住
宅

ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト

１
日
バ
ス
ツ
ア
ー

４
月
29
日
参
加
者
募
集

　
Ｎ
Ｙ
歴
史
問
題
研
究
会
︵
高

崎
康
裕
会
長
︶
は
４
月
29
日

︵
土
︶、
ハ
ド
ソ
ン
河
畔
に
あ
る

米
国
最
古
の
士
官
学
校
ウ
エ
ス

ト
ポ
イ
ン
ト
を
訪
ね
る
１
日
バ

ス
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。
当
日

は
校
内
施
設
と
﹁
サ
ン
ド
ハ
ー

ス
ト
競
技
会
﹂
を
見
学
。
同
競

技
会
は
１
夜
２
日
で
ウ
エ
ス
ト

ポ
イ
ン
ト
周
囲
40
キ
ロ
を
走
破

し
つ
つ
、
障
害
物
乗
り
越
え
、

ボ
ー
ト
漕
ぎ
、
水
泳
、
渡
河
、

射
撃
等
の
競
技
を
行
い
総
合
順

位
を
競
う
も
の
。
士
官
学
校
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
米
国
内
と
海
外
13
か
国
か

ら
計
48
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
。

日
本
か
ら
は
３
年
ぶ
り
に
防
衛

大
学
校
が
参
加
す
る
。精
神
的
・

肉
体
的
に
過
酷
な
こ
の
競
技
会

で
各
チ
ー
ム
及
び
日
の
丸
の
旗

と
と
も
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
日

本
の
若
者
を
応
援
す
る
。

　
今
回
の
特
別
研
修
は
、
陸
上

自
衛
隊
か
ら
教
官
と
し
て
派
遣

さ
れ
て
い
る
池
ノ
内
３
等
陸
佐

の
尽
力
に
よ
り
実
現
し
た
も
の

で
、
一
般
の
ツ
ア
ー
で
は
経
験

で
き
な
い
貴
重
な
機
会
と
な

る
。
バ
ス
内
で
は
Ｎ
Ｙ
歴
史
問

題
研
究
会
の
講
師
陣
か
ら
の
話

し
、
現
地
で
は
池
ノ
内
教
官
か

ら
直
接
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
士
官
候
補
生
学
生
と
の
懇

親
も
予
定
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

午
前
８
時
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ

ト
・
ホ
テ
ル
前
︵
42
丁
目
︶
集

合
、
出
発
。
９
時
に
ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
に
て
乗
車
の
参
加

者
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
10
時

に
現
地
到
着
、
見
学
研
修
。
午

後
４
時
に
帰
路
出
発
、
５
時
15

分
に
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
、

６
時
15
分
に
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア

ッ
ト
・
ホ
テ
ル
前
で
解
散
。

　
参
加
費
は
大
人
１
０
０
ド

ル
、
18
歳
未
満
は
70
ド
ル
︵
昼

食
込
み
︶。
事
前
に
学
校
当
局

へ
参
加
者
の
氏
名
・
生
年
月

日
・
当
日
持
参
す
る
Ｉ
Ｄ
の
種

別
︵
パ
ス
ポ
ー
ト
あ
る
い
は
米

国
州
政
府
発
行
の
免
許
証
な

ど
︶
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

る
。
バ
ス
定
員
54
人
に
な
り
次

第
、
募
集
締
め
切
り
。
問
い
合

わ
せ
・
参
加
申
し
込
み
は
電
話

９
１
４
・
７
０
７
・
３
０
１
１
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

rekishikenkyuny@
gm

ail.
com

︵
三
木
さ
ん
︶
ま
で
。

https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://brooklyntime.net
mailto:info@shoenrealty.com
rekishikenkyuny@gmail.com
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Ｑ
　
中
学
１
年
生
の
娘
を
連
れ

て
初
め
て
赴
任
し
ま
し
た
。
日

本
人
が
全
く
在
籍
し
て
い
な
い

現
地
校
に
２
年
間
通
っ
て
い
る

娘
の
英
語
能
力
の
取
得
進
度
に

悩
ん
で
い
ま
す
。
な
ん
と
か
友

達
も
で
き
、
英
語
で
挨
拶
や
短

い
会
話
は
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
娘
と
し
て
は
、
思

春
期
の
悩
み
を
友
達
と
話
し
合

え
る
だ
け
の
英
語
能
力
も
な
く

寂
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
見
守
っ
て
い
っ
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
英
語
圏
の
現
地
校
や
イ
ン

タ
ー
校
に
通
う
と
高
い
英
語
能

力
が
身
に
つ
く
と
期
待
し
ま
す

が
全
て
の
子
ど
も
が
そ
う
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ

リ
カ
の
現
地
校
に
転
校
す
れ
ば

言
葉
や
授
業
だ
け
で
な
く
、
学

校
生
活
に
も
戸
惑
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
ア
メ
リ
カ
の
生
活
を

楽
し
く
過
ご
す
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
く
だ
さ
い
。
旅
行
、
観

劇
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
ア
メ
リ

カ
の
行
事
な
ど
を
一
緒
に
体
験

し
て
海
外
生
活
の
楽
し
い
思
い

出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
語
学
習
得
は
得
意

な
お
子
さ
ん
、
不
得
意
な
お
子

さ
ん
が
い
ま
す
。
子
ど
も
に
よ

っ
て
英
語
能
力
習
得
の
進
度
は

異
な
り
ま
す
が
、
伸
び
て
い
き

ま
す
。
他
の
お
子
さ
ん
や
本
な

ど
の
情
報
と
の
比
較
は
や
め
た

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
現
地
校
で
は
積

極
的
に
発
言
し
行
動
す
る
生
徒

が
高
評
価
さ
れ
ま
す
が
、
お
と

な
し
い
生
徒
も
い
て
、
そ
れ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
現
地
校
の
先
生
や
同

級
生
は
、
日
本
の
学
校
の
先
生

や
同
級
生
と
比
べ
て
勉
強
以
外

の
こ
と
で
も
褒
め
上
手
で
す
。

そ
れ
で
自
信
が
つ
き
英
語
を
話

す
機
会
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
帰
国
後
で
も
お
子
さ
ん

が
高
度
な
英
語
能
力
が
必
要
に

な
り
習
得
し
よ
う
と
思
っ
た
時

に
は
、
海
外
の
体
験
が
あ
る

分
、
進
歩
が
速
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
我
が
家
の
娘
も
中
学
１
年
生

４
月
か
ら
現
地
校
に
入
り
ま
し

た
。
４
月
か
ら
夏
休
み
ま
で
は

小
学
生
で
担
任
の
先
生
に
一
対

一
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
９
月
か
ら
中
学
に

進
学
す
る
と
科
目
ご
と
に
教
室

移
動
に
な
り
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態

に
な
り
ま
し
た
。
学
校
の
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
呼
ば

れ
、
英
語
能
力
の
取
得
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し

た
。
英
語
の
能
力
を
伸
ば
す
た

め
に
自
宅
で
も
英
語
で
会
話
す

る
よ
う
に
言
わ
れ
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
近
郊
の
大
学
に
留
学

し
て
い
る
日
本
人
大
学
生
に
週

１
回
授
業
に
付
き
添
い
サ
ポ
ー

ト
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
２
年
８
か

月
後
帰
国
と
な
り
ま
し
た
。
ち

ょ
う
ど
英
語
能
力
が
伸
び
た
時

で
し
た
。
や
っ
と
皆
と
同
じ
授

業
を
受
け
ら
れ
宿
題
も
一
人
で

な
ん
と
か
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
時
で
し
た
。
帰
国
す
る
と
日

本
の
学
校
で
は
日
本
語
で
知
識

を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
英
語
は
、
文
法
が
で
き
ず
、

流
ち
ょ
う
に
し
ゃ
べ
る
こ
と
も

で
き
ず
、
不
得
意
な
科
目
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
学
生
の
時
に
大
学
と
提
携

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と

２
週
間
の
語
学
研
修
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
娘
は
ま

た
渡
米
し
て
英
語
で
苦
労
し
た

く
な
い
と
参
加
に
消
極
的
で
し

た
が
、
大
学
の
友
達
と
一
緒
だ

と
違
う
経
験
を
す
る
の
で
は
な

い
か
と
勧
め
て
み
ま
し
た
。
参

加
す
る
と
自
分
が
他
の
友
達
よ

り
も
英
語
が
聞
き
取
れ
、
文
法

な
ど
気
に
せ
ず
に
英
語
で
会
話

で
き
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。
中
学
時
代
に
ア
メ
リ
カ
に

住
ん
で
い
た
こ
と
で
ア
メ
リ
カ

文
化
に
違
和
感
が
な
く
、
身
振

り
手
繰
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
き
た
経
験
が
生

き
た
よ
う
で
す
。
大
学
で
は
理

系
を
専
攻
し
て
い
た
の
で
卒
論

を
英
語
で
書
き
ま
す
が
、
苦
手

意
識
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

卒
業
後
外
資
系
の
会
社
に
勤
め

ま
し
た
。
会
社
で
は
英
語
で
の

専
門
用
語
の
知
識
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
求
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
勤
務
時
間
外
に
語

学
学
校
に
通
い
身
に
付
け
て
い

き
ま
し
た
。

　
赴
任
中
に
目
覚
ま
し
く
英
語

能
力
が
伸
び
て
い
な
く
て
も
、

海
外
で
生
活
を
し
た
こ
と
で
赴

任
地
の
文
化
、
異
な
る
人
種
の

中
で
の
生
活
体
験
、
な
ん
と
か

し
て
人
に
伝
え
よ
う
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど

が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
今
の
学
校
に
楽
し
く

通
え
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
　
　

﹁
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の
会
﹂

で
は
﹁
母
親
が
歩
い
て
見
た
帰

国
生
の
た
め
の
学
校
案
内
﹂
を

毎
年
９
月
に
発
行
し
て
い
ま

す
。
帰
国
生
入
試
を
行
う
首
都

圏
の
学
校
を
訪
問
し
て
集
め
た

帰
国
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
入

試
・
編
入
情
報
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
の
上
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

英語能力が伸びない
フレンズ帰国生母の会 長井直子相談員

滞在歴と滞在時の子供の年齢：米国ペンシルバニア州（2 年 8 か月）長女 12 歳〜 14 歳

本欄への相談は
フレンズ帰国生母の会
●ホームページから
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
 
1983 年 10 月設立。海外在住経験
のある母親たちのボランティア団
体。海外赴任のアドバイス、帰国
子女入試・編入など、海外生活教
育相談を中心に活動している。

http://www.startsnewyork.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
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 BOOKS
　
こ
の
本
の
著
者
、
和
田
秀
樹

さ
ん
は
、
精
神
科
医
と
し
て
長

ら
く
高
齢
者
、
老
年
医
学
を
専

門
に
現
在
も
臨
床
に
携
わ
り
、

高
齢
者
の
脳
機
能
な
ど
を
観
察

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
つ

の
結
論
に
達
し
た
。
そ
れ
は
、

人
間
の
本
質
的
な
老
化
の
ス
タ

ー
ト
は
﹁
感
情
の
老
化
﹂
に
か

か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　﹁
感
情
の
老
化
﹂
は
個
人
差

は
あ
る
が
、
40
代
か
ら
始
ま
る

そ
う
だ
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
体
力
低
下
や
知
的
機
能

の
低
下
に
つ
な
が
り
、﹁
健
康
﹂

﹁
脳
の
機
能
﹂﹁
見
た
目
﹂
は
ど

ん
ど
ん
老
化
し
て
し
ま
う
。
逆

に
感
情
を
若
く
保
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
こ
の
３
つ
を
い
つ
ま

で
も
若
く
保
つ
こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
主
張
す
る
。

　
本
書
は
今
か
ら
17
年
前
、

２
０
０
６
年
に
出
さ
れ
た
本

に
、
加
筆
・
修
正
さ
れ
た
文
庫

版
だ
け
に
、
そ
の
ま
ま
出
て
く

る
具
体
的
な
商
品
名
や
技
術
名

な
ど
の
例
は
ち
ょ
っ
と
時
代
を

感
じ
る
名
称
も
出
て
く
る
が
、

﹁
老
化
﹂
を
語
る
エ
ッ
セ
ン
ス

そ
の
も
の
、
本
質
的
内
容
だ
け

は
﹁
老
化
﹂
し
て
い
な
い
。

　
何
か
を
し
た
い
、
何
か
に
な

り
た
い
と
い
う
人
間
の
持
つ
欲

望
が
、
生
命
を
若
々
し
く
、
活

力
を
維
持
さ
せ
る
。
人
間
の
煩

悩
は
除
夜
の
鐘
の
１
０
８
ほ
ど

あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
分
か
り

や
す
い
の
は
、
食
欲
、
物
欲
、

出
世
欲
、
性
欲
な
ど
だ
ろ
う
。

人
間
ど
う
も
最
後
ま
で
残
る
の

が
食
欲
ら
し
い
。
知
人
で
長
い

こ
と
高
齢
者
の
介
護
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
し
て
い
る
女
性
が
言

っ
て
い
た
の
は
、﹁
結
局
、
最

後
は
、
朝
行
っ
て
聞
く
の
は
、

今
日
は
何
が
食
べ
た
い
？
﹂
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ

こ
ま
で
の
域
に
達
す
る
ま
で
に

ま
だ
か
な
り
の
時
間
の
あ
る
エ

ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
の
シ
ニ
ア
世

代
は
、
と
り
あ
え
ず
、
ま
ず
は

も
う
若
く
は
な
い
ま
で
も
、
い

か
に
今
以
上
に
老
け
な
い
か
、

肉
体
的
、
美
的
に
衰
え
な
い
か

に
神
経
を
注
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
問
題

で
大
き
な
意
味
を
持
つ
具
体
例

を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。﹁
た

っ
た
今
、
仕
事
を
引
退
す
る
と

し
て
、
毎
日
、
打
ち
込
め
る
も

の
は
あ
る
か
と
自
問
す
る
﹂﹁
趣

味
に
ま
つ
わ
る
１
年
に
一
度
の

大
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
実
行

す
る
﹂﹁
年
甲
斐
も
な
い
は
最

高
の
褒
め
言
葉
﹂﹁
少
々
不
道

徳
な
こ
と
で
も
、
楽
し
め
そ
う

な
ら
、
積
極
的
に
や
っ
て
み

る
﹂﹁
出
張
に
行
く
と
き
は
寄

り
道
を
習
慣
と
す
る
﹂﹁
新
し

い
こ
と
を
勉
強
す
る
時
は
、
な

る
べ
く
平
易
な
入
門
書
を
手
に

取
る
﹂﹁
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
い
つ
ま
で
も
自
分
が
人

の
役
に
立
て
る
も
の
を
見
つ
け

て
お
く
﹂
な
ど
、
38
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

　
自
営
業
で
な
い
限
り
、
会
社

勤
め
、
勤
労
生
活
者
は
、
い
つ

か
報
酬
を
伴
う
労
働
に
終
わ
り

が
く
る
。
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
年

金
受
給
年
齢
を
数
年
あ
げ
る
こ

と
で
国
を
挙
げ
て
の
ス
ト
ラ
イ

キ
に
な
る
ほ
ど
西
欧
で
は
早
期

リ
タ
イ
ア
が
望
ま
し
い
と
す
る

風
潮
が
あ
る
が
、
果
た
し
て
リ

タ
イ
ア
し
て
そ
こ
か
ら
あ
と
の

40
年
な
り
の
半
分
の
人
生
を
自

分
の
好
き
な
こ
と
だ
け
に
使
っ

て
本
当
に
幸
せ
を
得
ら
れ
る
も

の
だ
ろ
う
か
。
至
れ
り
つ
く
せ

り
の
高
級
高
齢
者
マ
ン
シ
ョ
ン

で
衣
食
住
何
不
自
由
な
く
な
っ

た
時
こ
そ
、
人
間
の
老
化
は
一

気
に
奈
落
の
底
へ
と
転
が
り
始

め
る
の
で
は
な
い
か
と
本
書
は

暗
示
す
る
。

　
人
間
は
天
邪
鬼
な
も
の
。
手

に
入
っ
た
瞬
間
に
求
め
て
い
た

も
の
の
魅
力
は
失
せ
る
。
と
す

る
な
ら
ば
、
実
現
す
る
こ
と
が

難
し
い
テ
ー
マ
を
自
分
で
見
つ

け
て
自
分
以
外
の
人
間
、
社
会

の
た
め
に
頭
や
体
を
使
う
こ
と

が
ど
う
や
ら
老
化
防
止
の
最
大

の
秘
薬
の
よ
う
だ
。
　︵
三
浦
︶

不良中年が若い理由
和田秀樹・著

祥伝社黄金文庫・刊

■伝言猫がカフェにいます（標野凪、PHP 文芸文庫）あ
の世とこの世の境にあり「会いたい人に会わせてくれる」
と噂のカフェ・ポン。天寿を全うした猫のふー太は「仕事
を 5 回達成すると会いたい人に会える」という報酬につら
れ、店主・虹子のもとで伝言猫として働く。心温まる連作
短編集。■川のほとりに立つ者は（寺地はるな、双葉社）
カフェの若き店長・原田清瀬は、ある日、恋人の松木が怪
我をして意識が戻らないと病院から連絡を受ける。松木の
部屋を訪れた清瀬は、彼が隠していたノートを見つけたこ
とで、恋人が自分に隠していた秘密を少しずつ知る。誰か
と共に生きる痛みとその先の希望を描いた物語。■マンガ
ぼけ日和（矢部太郎、かんき出版）認知症の専門医・長谷
川嘉哉氏の著書『ボケ日和』を原案に認知症患者とその家
族の日常を描く。症状の進行具合を四季に分けて、それぞ
れの時期に認知症患者にどんな変化が起こり、介護者はど
のように対応したら良いのかがわかる構成。■ひとり暮ら
しが一番幸せ（松原かね子・松原惇子、中央公論新社）97
歳の母と 75 歳の娘、おひとりさま同士が 43 年ぶりに同
居することになり、モヤモヤ続出でもう限界！親子がベス
トな距離感を見つけるまでの 10 年間を記録した、母と娘、
それぞれの本音が飛び交うエッセイ。■絶望から抜け出す
心理学（加藤諦三、PHP 新書）「絶望感は乗り越えられるか」
という永遠のテーマ。この難しい問いに対し、長く読み継がれることを願っ
て書かれた本。「ありのままの自分」を受け入れてくれない環境の中で育っ
た人は、何かと生きづらい人生を歩みがち。しかし、多面的な視点で物事を
見ること、すなわちマインドフルネスで生きることができれば、心身の健康
にもつながる。心の「とらわれ」から解放され、幸福に生きるための心理学。
■おやじネコは縞模様（群ようこ、文春文庫）いつもお腹をすかせてやって
くる野良ネコのしまちゃん。家ネコのキャットフードをおすそわけすると、
なぜか不満顔。どうもネコ好きの隣人宅で高級卵や牛肉を食べさせてもらっ
ているらしい。そのしまちゃんが大怪我をして…。しまちゃん騒動記や蚊と
の闘いなど、ネズミからサルまで登場するご近所動物エッセイ。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　
伝
言
猫
が
活
躍
す
る
連
作
短
編
集
。
誰
か
と
生
き
る
痛
み
と
そ
の
先
の
希
望
を
描
く
。

漫
画
で
伝
え
る
認
知
症
患
者
へ
の
対
応
策
。
母
と
娘
の
本
音
が
飛
び
交
う
エ
ッ
セ
イ
。
心

を
ひ
ら
く
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な
生
き
方
。
野
良
猫
と
ご
近
所
動
物
た
ち
の
騒
動
記
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
昨
年
９
月
に
発
行
さ
れ
た
、

子
供
の
自
然
を
愛
す
る
心
を
育

み
た
い
保
護
者
の
た
め
に
作
ら

れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
の
３
州

に
あ
る
、
距
離
５
マ
イ
ル
︵
約

８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︶
以
下
、
標

高
差
は
９
０
０
フ
ィ
ー
ト
︵
約

２
７
４
メ
ー
ト
ル
︶
以
下
の
子

供
の
足
に
優
し
い
50
の
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

　
基
本
的
な
道
順
、
お
お
よ
そ

の
所
要
時
間
、
詳
細
な
地
図
と

携
帯
電
話
な
ど
の
端
末
で
確
認

出
来
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、
登
山
口
付
近

の
ト
イ
レ
の
有
無
、
近
く
で
食

事
が
で
き
る
場
所
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
。
フ
ル
カ

ラ
ー
で
多
く
の
写
真
か
ら
イ
メ

ー
ジ
が
沸
き
、
ト
レ
イ
ル
沿
い

に
あ
る
滝
や
湖
、
灯
台
、
ダ
ム

な
ど
見
ど
こ
ろ
も
紹
介
す
る
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
際
に

親
が
本
当
に
知
り
た
い
情
報
が

満
載
さ
れ
た
本
。
本
書
を
片
手

に
、
も
う
す
ぐ
春
休
み
の
子
供

た
ち
を
連
れ
て
自
然
と
触
れ
合

っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

ア
マ
ゾ
ン
で
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク

が
17
ド
ル
99
セ
ン
ト
、
キ
ン
ド

ル
11
ド
ル
99
セ
ン
ト
。︵
高
田
︶

春
休
み
は
家
族
で
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
こ
う
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毛
髪
ケ
ア
の
習
慣

24
　
日
本
で
お
な
じ
み
の
ヘ
ッ
ド

ス
パ
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
疲

れ
が
取
れ
、
頭
皮
の
環
境
も
整

い
顔
の
若
返
り
効
果
も
あ
る
の

で
人
気
が
あ
り
ま
す
。
当
サ
ロ

ン
も
15
年
前
に
ヘ
ッ
ド
ス
パ
を

取
り
入
れ
ま
し
た
が
、
日
本
人

以
外
の
お
客
様
か
ら
の
予
約
は

こ
こ
最
近
ま
で
ゼ
ロ
で
し
た
。

し
か
し
数
か
月
前
か
ら
お
問
い

合
わ
せ
が
急
増
し
、
州
外
や
海

外
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ま
す
。
ヘ
ッ
ド
ス

パ
は
新
し
い
ヘ
ア
ケ
ア
と
し
て

定
着
し
て
い
き
そ
う
で
す
。
人

間
の
肌
の
一
部
で
あ
る
髪
の
ケ

ア
は
毎
日
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
で

す
。
お
肌
の
ケ
ア
は
時
間
を
か

け
て
行
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
髪

の
ケ
ア
は
難
し
い
と
思
っ
て
い

る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
今
回
は
シ
ャ
ン
プ
ー
し
な
が

ら
簡
単
に
出
来
る
ヘ
ア
ケ
ア
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
お
伝
え
し
ま

す
。
シ
ャ
ン
プ
ー
は
ア
ミ
ノ
酸

系
が
お
勧
め
で
す
が
、
自
分
に

合
っ
た
タ
イ
プ
を
プ
ロ
に
選
ん

で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
洗
髪

は
、
毛
先
と
頭
皮
に
分
け
て
2

度
洗
い
。
汚
れ
が
き
ち
ん
と
落

ち
て
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
浸
透

も
良
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

こ
か
ら
が
裏
技
。
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
を
付
け
る
前
に
、
毛
先
の

水
分
を
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
成
分
が
薄
ま

ら
ず
、
栄
養
成
分
が
ダ
イ
レ
ク

ト
に
毛
先
に
届
き
ま
す
。
髪
に

付
け
指
で
よ
く
揉
み
こ
ん
だ
あ

と
、
お
湯
を
少
し
足
し
な
が
ら

コ
ー
ム
を
使
っ
て
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
を
乳
化
(
チ
ェ
ン
ジ
リ
ン

ス
)
さ
せ
ま
す
。
こ
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
は
美
容
師
さ
ん
も
行
っ
て

い
る
プ
ロ
の
技
で
、
仕
上
が
り

や
ツ
ヤ
感
が
段
違
い
に
変
わ
る

の
で
す
。
乾
か
す
前
に
は
ヘ
ア

ミ
ス
ト
を
付
け
、
ヘ
ア
ミ
ル
ク

や
オ
イ
ル
を
重
ね
付
け
し
ま

す
。
こ
の
時
に
も
目
の
細
か
い

コ
ー
ム
を
使
う
と
全
体
に
ム
ラ

な
く
、
キ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ル
が
揃

い
ツ
ヤ
が
出
ま
す
。
お
顔
の
ケ

ア
と
同
じ
よ
う
に
、
水
分 

美

容
液 

ク
リ
ー
ム
︵
オ
イ
ル
︶

の
順
で
ケ
ア
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
更
に
月
に
一
度
の
ヘ
ッ
ド

ス
パ
を
行
う
と
、
髪
と
頭
皮
の

環
境
が
整
い
更
に
効
果
的
で
し

ょ
う
。

　
名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C

美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 
& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
ビ

ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
の
会
︵
Ｊ

Ｗ
Ｂ
、
石
田
圭
子
代
表
︶
主

催
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
支
援
セ
ミ

ナ
ー
﹁
疑
問
視
さ
れ
る
日
本
の

#
M

eT
oo

そ
の
後
　
ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題
の
現
状
は
？
﹂
が
３

月
17
日
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
講
演
者
は

伊
藤
和
子
弁
護
士
︵
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
副
理
事
長
、

ミ
モ
ザ
の
森
法
律
事
務
所
︶
、

モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
津
山
恵
子
さ
ん
。

　
男
女
間
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
指
数
が
世
界
１
４
６
か
国
中

１
１
６
位
の
日
本
。
２
０
１
７

年
に
世
界
的
に
盛
り
上
が
っ
た

#
M

eT
oo 

運
動
以
来
、
日
本
で

も
少
し
ず
つ
改
善
の
動
き
は
み
え

て
い
る
。
し
か
し
、
政
治
家
や
企

業
幹
部
の
問
題
発
言
や
広
告
な
ど

に
お
け
る
不
適
切
な
表
現
な
ど
、

問
題
は
次
か
ら
次
へ
と
わ
き
起
こ

る
。

　
そ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
で
弱
者

の
権
利
の
た
め
に
戦
い
続
け
て
い

る
伊
藤
弁
護
士
が
女
性
蔑
視
発
言

や
社
会
で
根
強
い
ミ
ソ
ジ
ニ
ー

︵
女
性
や
女
性
ら
し
さ
に
対
す
る

嫌
悪
や
蔑
視
の
感
情
︶
な
ど
具

体
例
を
取
り
上
げ
て
、
日
本
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
現
状
を
語

っ
た
。

　
講
演
で
は
、
４
年
前
に
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
伊
藤
詩
織
さ
ん

が
国
連
で
記
者
会
見
し
た
当
時

を
振
り
返
り
、
彼
女
の
勇
気
が

問
い
か
け
た
も
の
は
何
だ
っ
た

の
か
に
焦
点
を
当
て
た
。
な
ぜ

不
同
意
性
交
を
処
罰
し
な
い
の

か
、
な
ぜ
被
害
者
の
落
ち
度
が

非
難
さ
れ
、
加
害
者
の
認
識
が

問
わ
れ
な
い
の
か
、
被
害
者
へ

の
バ
ッ
シ
ン
グ
を
放
置
し
て
い

い
の
か
、
な
ぜ
メ
デ
ィ
ア
は
報

道
し
な
い
の
か
。
メ
デ
ィ
ア
の

女
性
は
抑
圧
さ
れ
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
さ
れ
、
書
き
た
い
記
事
が

書
け
な
い
の
で
は
な
い
か
、
な

ど
と
指
摘
し
た
。
19
年
の
﹁
岡

崎
判
決
﹂﹁
静
岡
判
決
﹂﹁
久
留

米
判
決
﹂﹁
浜
松
判
決
﹂
の
４

件
の
無
罪
事
件
を
報
告
し
た
。

　
つ
い
で
海
外
で
法
改
正
が
進

み
、
性
行
為
に
は
明
確
な
﹁
同

意
﹂
が
必
要
と
な
る
の
に
合
わ

せ
、
日
本
も
国
際
水
準
の
法

改
正
を
す
る
べ
き
だ
と
述
べ

た
。
そ
し
て
相
次
ぐ
炎
上
発
言

や
問
題
広
告
を
紹
介
し
た
。
森

元
オ
リ
パ
ラ
組
織
委
員
会
会
長

の
﹁
女
性
が
参
加
す
る
会
議
は

長
い
﹂
や
吉
野
家
幹
部
が
早
稲

田
大
学
で
講
義
し
た
セ
ミ
ナ
ー

で
﹁
田
舎
か
ら
出
て
き
た
ば
か

り
の
生
娘
を
シ
ャ
ブ
漬
け
に
す

る
﹂
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
な

ど
を
例
に
挙
げ
た
。
日
本
の
女

性
蔑
視
問
題
を
改
善
す
る
た
め

に
は
﹁
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
を

強
化
し
て
声
を
あ
げ
、
自
分
を

大
事
に
自
尊
心
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
必
要
﹂
と
述
べ
た
。

　
会
場
か
ら
﹁
会
社
の
男
性
上

司
か
ら
自
分
が
恋
愛
対
象
と
し

て
見
ら
れ
て
い
て
、
同
僚
女
性

に
相
談
し
て
も
﹃
モ
テ
て
い
い

わ
ね
﹄
と
言
わ
れ
た
。
自
分
は

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
だ
が
ど
う
し
た

ら
い
い
か
﹂
と
言
っ
た
質
問
が

出
さ
れ
た
。伊
藤
弁
護
士
は﹁
そ

れ
は
セ
ク
ハ
ラ
の
問
題
な
の
で

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
あ
っ
て
も
会

社
が
構
造
的
問
題
と
し
て
対
処

す
べ
き
﹂
と
応
え
た
。

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
現
状
を
Ｎ
Ｙ
で
語
る

弁護士

伊藤 和子さん

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.idocenter.com
http://www.salon-oasis.net
https://www.myhappytummyclub.com/
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